
令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

教科 国語　　　 学年 　　第１学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

なかよしの　き 3 □挿絵を見ながら気づいたことを話し，話を想像しながら物語を楽しむとともに，国語学習への関心や意欲をもつ。

△言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。　⇒知技(1)ア
△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒◎知技(1)イ
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)イ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒思判表Ｃ(1)カ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

姿勢や口形，発声に注意して話している。（〔知識および技能〕(1)イ） 「読むこと」において，場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えてい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

進んで場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉え，学習の見通しをもって内容や感想を話し合おうとし

ている。

たのしい　いちにち 2
（話す聞
く2）

◇学校生活のさまざまな場面の挿絵をもとに，挨拶の言葉を考え，場面に合わせた挨拶ができるようにする。

△言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。　⇒知技(1)ア
△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒◎知技(1)イ
◇身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなどを工夫すること。　⇒◎思判表Ａ(1)ウ

◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア

☆道徳：Ｂ礼儀　気持ちのよい挨拶，言葉遣い，動作などに心掛けて，明るく接すること。

姿勢や口形，発声や発音に注意して話している。（〔知識及び技能〕(1)イ） 「話すこと・聞くこと」において，伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなど
を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａウ）

積極的に姿勢や口形，発声や発音に注意して，学習の見通しをもって挨拶をしようとしている。

わたしの　なまえ 2
（話す聞
く2）

◇自己紹介の場面の挿絵をもとに，話し方や聞き方について話し合い，言語生活を広げる。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒◎知技(1)イ
◇伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなどを工夫すること。　⇒◎思判表Ａ(1)ウ
◇話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように集中して聞き，話の内容を捉えて感想をもつこと。　⇒思判
表Ａ(1)エ

◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア

☆道徳・特別活動：自己紹介をし，みんなに自分のことを知ってもらう。

姿勢や口形，発声や発音に注意して話している。（〔知識及び技能〕(1)イ）

　

「話すこと・聞くこと」において，伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなど
を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａウ）

積極的に姿勢や口形，発声や発音に注意して，学習の見通しをもって名前を紹介し合おうとしている。

おはなし　たくさん　ききたいな 2 △さまざまな本の読み聞かせをとおして，読書への関心を高める。

△読書に親しみ，いろいろな本があることを知ること。　⇒◎知技(3)エ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

読書に親しみ，いろいろな本があることを知っている。（〔知識及び技能〕(3)
エ）

積極的に読書に親しみ，学習の見通しをもって感想を発表しようとしている。

こえの　おおきさ　どれくらい 1
（話す聞
く1）

◇挿絵をもとに，場面に応じた話し声の大きさを意識する。

◇伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなどを工夫すること。　⇒◎思判表Ａ(1)ウ

◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア

「話すこと・聞くこと」において，伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなど
を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａウ）

積極的に姿勢や口形，発声や発音に注意して，学習の見通しをもって話そうとしている。

かいて　みよう 3 △正しい鉛筆の持ち方，正しい姿勢に気をつけて線をなぞったり文字を書いたりする。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
△姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書くこと。　⇒知技(3)ウ(ｱ)

平仮名を読み，書いている。（〔知識及び技能〕(1)ウ） 進んで平仮名を読んだり書いたりし，学習課題にそって言葉を書こうとしている。

こえを　あわせて　あいうえお 1
（話す聞
く1）

◇｢こえを　あわせて　あいうえお｣を，姿勢や口形，声の大きさや速さなどに注意してはっきりした発音で読む。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク
◇伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなどを工夫すること。　⇒◎思判表Ａ(1)ウ

◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

「話すこと・聞くこと」において，伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなど
を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａウ）

積極的に姿勢や口形，発声や発音に注意して，学習の見通しをもって音読しようとしている。

あいうえお 1 △母音や簡単な平仮名の読み方，書き方を理解する。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒◎知技(1)イ
△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒知技(1)ウ

音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，
姿勢や口形，発声や発音に注意して話している。（〔知識及び技能〕(1)イ）

積極的に姿勢や口形，発声や発音に注意して，学習の見通しをもって声に出して読もうとしている。

みつけて　はなそう，たのしく　きこう 3
（話す聞
く3）

◇挿絵から見つけた話題にそって話し,相手の話題に対して，簡単なことを尋ねたり，応答したりする。

△言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
◇身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇互いの話に関心をもち，相手の発言を受けて話をつなぐこと。　⇒◎思判表Ａ(1)オ

◇尋ねたり応答したりするなどして，少人数で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)イ

言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気
付いている。（〔知識及び技能〕(1)ア）

「話すこと・聞くこと」において，互いの話に関心をもち,相手の発言を受けて話をつな
いでいる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａオ）

積極的に互いの話に関心をもち，学習の見通しをもって尋ねたり応答したりしようとしている。

かき，かぎ 2
(書く1)

△清音と濁音，半濁音の違いを理解して，正しく読んだり書いたりし，主語と述語の関係や文の終わりに句点がつくことを理解
し，正しく文を書く。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
△文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒知技(1)カ
■語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)ウ

■簡単な物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方を理解して文や文章の中で使っている。また，平仮名を読
み，書くとともに，文や文章の中で使っている。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

「書くこと」において，語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分
かるように書き表し方を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂウ）

積極的に濁音・半濁音の表記，句点の打ち方を理解し，学習課題に沿って簡単な文を書こうとしている。

ことばを　あつめよう 2 △言葉には意味による語句のまとまりがあることに気づき，つながる言葉を考えて読んだり，書いたりする。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒知技(1)ウ
△身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き，語
彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ

身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使っているとともに，言葉に
は意味による語句のまとまりがあることに気付き，語彙を豊かにしている。
（〔知識及び技能〕(1)オ）

進んで身近なことを表す語句の量を増やし，学習の見通しをもって読んだり書いたりしようとしている。

単元名
時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

くまさんと　ありさんの　ごあいさつ 3 □登場人物の様子を考えながら，楽しく音読する。

△丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使うとともに，敬体で書かれた文章に慣れること。　⇒知技(1)キ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)イ
□場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。　⇒思判表Ｃ(1)エ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

「読むこと」において，場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えてい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

進んで場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉え，学習の見通しをもって内容や感想を伝えようとして

いる。

ねこ，ねっこ 2
(書く1)

△促音の読み方と書き方を理解し，句読点の使い方を理解する。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
△文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒◎知技(1)カ
△丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使うとともに，敬体で書かれた文章に慣れること。　⇒知技(1)キ
■語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)ウ

■簡単な物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方を理解して文や文章の中で使っている。また，平仮名を読
み，書くとともに，文や文章の中で使っている。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

文の中における主語と述語との関係に気付いている。（〔知識及び技能〕(1)カ）
「書くこと」において，語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分
かるように書き表し方を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂウ）

積極的に促音の表記，読点の使い方を理解し，学習課題に沿って簡単な文を書こうとしている。

ほんを　よもう 3 △読みたい本を探して読んだり，読んだ本について友達や先生に話したりして，読書を広げる。

△昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなどして，我が国の伝統的な言語文化に親しむこと。　⇒知技(3)ア
△読書に親しみ，いろいろな本があることを知ること。　⇒◎知技(3)エ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

読書に親しみ，いろいろな本があることを知っている。（〔知識及び技能〕(3)
エ）

積極的に読書に親しみ，学習の見通しをもって感想を伝え合おうとしている。

ことばを　つなごう 2
(書く1)

△言葉には意味による語句のまとまりがあることに気づき，つながる言葉を考えて読んだり，書いたりする。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒知技(1)ウ
△身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き，語
彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
■語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)ウ

■簡単な物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

身近なことを表す語句の量を増し，文章の中で使っているとともに，言葉には意
味による語句のまとまりがあることに気付き，語彙を豊かにしている。（〔知識
及び技能〕(1)オ）

「書くこと」において，語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分
かるように書き表し方を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂウ）

進んで身近なことを表す語句の量を増し，学習課題に沿って読んだり書いたりしようとしている。

たのしく　よもう　１
　あいうえおの　うた

1 △様子を思い浮かべながら，リズムよく音読する。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

進んで語のまとまりや言葉の響きなどに気を付け，学習の見通しをもって音読しようとしている。

ごじゅうおん 1 △五十音表を見て，これまでに学んだ平仮名の学習を振り返るとともに，五十音表の基本的な特徴に気づく。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ

長音，拗音，促音，撥音などの表記の仕方を理解して文や文章の中で使ってい
る。また，また，平仮名を読み，書くとともに，文や文章の中で使っている。
（〔知識及び技能〕(1)ウ）

積極的に平仮名を読み，今までの学習を生かして五十音表の特徴に気づこうとしている。

けむりの　きしゃ 5 □文章と挿絵を結びつけながら，場面の様子について人物の行動を中心に想像を広げながら読む。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒知技(1)ウ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)イ
□場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。　⇒思判表Ｃ(1)エ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒思判表Ｃ(1)カ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

「読むこと」において，場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えてい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

進んで場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉え，学習の見通しをもって登場人物に手紙を書こうとし

ている。

のばす　おん 2 △長音の読み方と書き方を理解する。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方を理解して文や文章の中で使っている。また，平仮名を読
み，書くとともに，文や文章の中で使っている。（〔知識及び技能〕(1)ウ）
　

積極的に長音の表記の仕方を理解し，学習の見通しをもって読んだり書いたりしようとしている。

せんせい，あのね 2
（書く2）

■話し言葉がそのまま文になることを知り,先生に話しかけるかたちの簡単な文章を書くとともに、敬体の文章に慣れるようにす
る。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒知技(1)ウ
△文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒◎知技(1)カ
△丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使うとともに，敬体で書かれた文章に慣れること。　⇒知技(1)キ
■経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にするこ
と。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■身近なことや経験したことを報告したり，観察したことを記録したりするなど，見聞きしたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)
ア

☆生活科・特別活動：敬体や方言を使ったり，書いたりした文を見直しながら，相手にわかりやすいように書いて知らせる。
☆道徳：友達が書いたもののよいところを見つける。

文の中における主語と述語との関係に気付いている。（〔知識及び技能〕(1)カ） 「書くこと」において，経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事
柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にしている。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

進んで主語と述語との関係に気付こうとし，学習の見通しをもって簡単な文章を書こうとしている。

みんなに　はなそう 4
（話す聞
く4）

◇身近なことや経験したことから話題を決め，必要なことを思い出して，順序を考えて話す。

△文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒知技(1)カ
△丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使うとともに，敬体で書かれた文章に慣れること。　⇒◎知技(1)キ
◇身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判表Ａ(1)ア
◇相手に伝わるように，行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄の順序を考えること。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように集中して聞き，話の内容を捉えて感想をもつこと。　⇒思判
表Ａ(1)エ
　
◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使っている。（〔知識及び技能〕
(1)キ）
　

「話すこと・聞くこと」において，身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え
合うために必要な事柄を選んでいる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａア）

積極的に丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付け，今までの学習を生かして身近なことを話そうとしている。
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たのしく　よもう　2
　がぎぐげごの　うた

1 △様子を思い浮かべながら，リズムよく音読する。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

進んで語のまとまりや言葉の響きなどに気を付け，学習の見通しをもって音読しようとしている。

よく　みて　かこう 3
（書く3）

■身近なものを観察し,気づいたことを簡単な絵や文で表し，書いたものを読み合って感想を伝え合う。

△言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
■経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にするこ
と。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア
■文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ

■身近なことや経験したことを報告したり，観察したことを記録したりするなど，見聞きしたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)
ア

☆生活科：観察カードを書く学習に生かすことができる。

言葉には，事物の内容を表す働きを伝える働きがあることに気付いている。
（〔知識及び技能〕(1)ア）

「書くこと」において，経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事
柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にしている。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

進んで経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，学習の見通しをもって記録する文章を書こうとしてい

る。

すずめの　くらし 6 □問いの文や写真に導かれながら，すずめについて説明した文章を読む。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
△文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒知技(1)カ
△読書に親しみ，いろいろな本があることを知ること。　⇒知技(3)エ
□時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)ア
□文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。　⇒思判表Ｃ(1)ウ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒思判表Ｃ(1)カ

□事物の仕組みを説明した文章などを読み，分かったことや考えたことを述べる活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方を理解して文や文章の中で使っている。また，平仮名及を読
み，書いている。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

「読むこと」において，時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を
捉えている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃア）

積極的に時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を捉え，学習の見通しをもって分かったことや

思ったことを紹介しようとしている。

しゃ，しゅ，しょ 2 △拗音や拗長音に注意して，身のまわりから言葉を見つけ，正しく読んだり書いたりする。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方を理解して文や文章の中で使っている。また，平仮名を読
み，書くとともに，文や文章の中で使っている。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

積極的に拗音の表記の仕方を理解し，学習の見通しをもって読んだり書いたりしようとしている。。

たのしく　よもう　3
　きゃきゅきょの　うた

1 △様子を思い浮かべながら，リズムよく音読する。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

進んで語のまとまりや言葉の響きなどに気を付け，学習の見通しをもって音読しようとしている。

しらせたい　ことを　かこう 12
（書く12）

■身近なできごとや経験から知らせたいことを選び，簡単な文章を書く。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
■経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にするこ
と。　⇒思判表◎Ｂ(1)ア
■自分の思いや考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ
■語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)ウ
■文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ

■身近なことや経験したことを報告したり，観察したことを記録したりするなど，見聞きしたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)
ア

☆生活科・特別活動：敬体や方言を使ったり，書いたりした文を見直しながら，相手にわかりやすいように書いて知らせる。
☆道徳：友達が書いたもののよいところを見つける。

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方を理解して文や文章の中で使っている。（〔知識及び技能〕
(1)ウ）

「書くこと」において，経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事
柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にしている。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）
　

積極的に長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方を理解し，学

習の見通しをもって簡単な文章を書こうとしている。

は，を，へ 1 △助詞の表記と語中の表記とを区別して理解する。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
△文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒知技(1)カ

■簡単な物語をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

☆生活科：見つけたことや気づいたことを，文章に書く。

助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方を理解して文や文章
の中で使っている。また，平仮名を読み，書くとともに，文や文章の中で使って
いる。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

積極的に助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方を理解し，学習の見通しをもって簡単な文を書こうとしている。

としょかんへ　いこう 2 △図書館の基本的な利用方法を知り，興味のある本を探したり，紹介し合ったりする。

△昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなどして，我が国の伝統的な言語文化に親しむこと。　⇒知技(3)ア
△読書に親しみ，いろいろな本があることを知ること。　⇒◎知技(3)エ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

読書に親しみ，いろいろな本があることを知っている。（〔知識及び技能〕(3)
エ）

積極的に読書に親しみ，学習の見通しをもって本を紹介しようとしている。

おおきな　かぶ 6 □繰り返しの展開を楽しみながら，場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げて読む。

△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)イ
□場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。　⇒思判表Ｃ(1)エ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒思判表Ｃ(1)カ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

☆道徳：友達と協力して音読したり，話し合ったりする。

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

「読むこと」において，場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えてい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

進んで場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉え，学習の見通しをもって内容や感想を伝えようとして

いる。

積極的に読書に親しみ，学習の見通しをもって本を読もうとしている。おはなしの　くに 2 △挿絵を見ながら昔話などに興味をもち，読書をする。

△昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなどして，我が国の伝統的な言語文化に親しむこと。　⇒知技(3)ア
△読書に親しみ，いろいろな本があることを知ること。　⇒◎知技(3)エ
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)イ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒思判表Ｃ(1)カ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

読書に親しみ，いろいろな本があることを知っている。（〔知識及び技能〕(3)
エ）

「読むこと」において，場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えてい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）
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えにっき 4
（書く4）

■身のまわりのできごとや経験したことを，絵と文で表現する。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
■経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にするこ
と。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■自分の思いや考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること。　⇒思判表◎Ｂ(1)イ
■語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)ウ
■文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ

■日記や手紙を書くなど，思ったことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)イ

☆生活科・特別活動：日常生活の中から，楽しかったことやおもしろかったことを見つける。
☆道徳：書くことをとおして自分の日常生活を振り返る。

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方を理解して文や文章の中で使っている。（〔知識及び技能〕
(1)ウ）

「書くこと」において，自分の思いや考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡
単な構成を考えている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂイ）
　

積極的に事柄の順序に沿って簡単な構成を考え，今までの学習を生かして絵日記を書こうとしている。

なつの　おもいでを　はなそう 5
（話す聞
く5）

◇相手の話の内容を受けて話したり，自分からすすんで話したりする。

△言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。　⇒知技(1)ア
△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒◎知技(1)イ
◇身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判表Ａ(1)ア
◇相手に伝わるように，行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄の順序を考えること。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなどを工夫すること。　⇒思判表Ａ(1)ウ
◇話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように集中して聞き，話の内容を捉えて感想をもつこと。　　⇒◎
思判表Ａ(1)エ
　
◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア

☆生活科：身近な自然や生活経験に興味をもつ。
☆道徳：自分の生活について話したり，友達の生活について聞いたりして，自分について振り返る。

姿勢や口形，発声や発音に注意して話している。（〔知識及び技能〕(1)イ） 「話すこと・聞くこと」において，身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え
合うために必要な事柄を選んでいる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａア）

「話すこと・聞くこと」において，話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさ
ないように集中して聞き，話の内容を捉えて感想をもっている。（〔思考力，判断力，
表現力等〕Ａエ）

積極的に話し手が知らせたいことを落とさないように聞き，学習の見通しをもって質問や感想を言おうとしている。

かたかなの　ことば 2 △身のまわりの片仮名で書く言葉や表記を理解し，正しく書く。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
△身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き，語
彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ

☆生活科：身のまわりの自然や食べ物，道具に興味をもつ。

片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中で
使っている。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

積極的に片仮名で書く語の種類を知り，学習の見通しをもって読んだり書いたりしようとしている。

けんかした　山 6 □場面の様子を想像しながら，お話を読む楽しさを味わう。

△第１学年においては，別表の学年別漢字配当表の第１学年に配当されている漢字を読み，漸次書き，文や文章の中で使うこと。
⇒◎知技(1)エ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)イ
□場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。　⇒思判表Ｃ(1)エ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒思判表Ｃ(1)カ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

☆道徳：けんかした経験を出し合ったり，登場人物の気持ちを想像したりして，相手の気持ちになる。

当該学年に配当されている漢字を読んでいる。（〔知識及び技能〕(1)エ）

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

　
【態度】進んで場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉え，学習の見
通しをもって考えたことを発表したり文章にまとめたりしようとしている。

「読むこと」において，場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えてい
る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃイ）

（みんなで　たのしく　よみましょう。） 2 □役割を決めてグループで音読する。

△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒思判表Ｃ(1)イ
□場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。　⇒思判表Ｃ(1)エ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

　

「読むこと」において，文章を読んで感じたことや分かったことを共有している。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

進んで文章を読んで感じたことを共有し，学習の見通しをもって役割を決めて音読しようとしている。

かん字の　はじまり 3 △漢字には，絵からできたものとしるしからできたものがあることを理解する。

△第１学年においては，別表の学年別漢字配当表の第１学年に配当されている漢字を読み，漸次書き，文や文章の中で使うこと。
⇒◎知技(1)エ

当該学年に配当されている漢字を読んでいる。（〔知識及び技能〕(1)エ） 進んで当該学年で配当されている漢字を読み，学習の見通しをもって読んだり書いたりしようとしている。

だれが，たべたのでしょう 7 □問いの文と答えの文や写真と文の対応に気をつけながら，動物の食べ跡について説明した文章を読む。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒知技(1)ウ
△文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒◎知技(1)カ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒◎知技(1)ク
□時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を捉えること。　⇒◎思判表Ｃ(1)ア
□文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。　⇒思判表Ｃ(1)ウ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒思判表Ｃ(1)カ

□事物の仕組みを説明した文章などを読み，分かったことや考えたことを述べる活動。　⇒思判表Ｃ(2)ア

文の中における主語と述語との関係に気付いている。（〔知識及び技能〕(1)カ）

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

　

「読むこと」において，時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を
捉えている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃア）

積極的に時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を捉え，学習の見通しをもって分かったことや

思ったことを話そうとしている。

たのしかった　ことを　かこう 13
（書く13）

■日常生活の中から書くことを見つけ，簡単な文章を書く。

△長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
■経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にするこ
と。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア
■自分の思いや考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること。　⇒◎思判表Ｂ(1)イ
■語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表Ｂ(1)ウ
■文章を読み返す習慣を付けるとともに，間違いを正したり，語と語や文と文との続き方を確かめたりすること。　⇒思判表Ｂ
(1)エ
■文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ

■身近なことや経験したことを報告したり，観察したことを記録したりするなど，見聞きしたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)
ア

☆生活科：見つけたことやおもしろかったことなどをメモしておく。
☆道徳：友達や自分のよいところを見つける。

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方，かぎ（「」）の使い方を理解して文や文章の中で使ってい
る。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

「書くこと」において，経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事
柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にしている。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

「書くこと」において，自分の思いや考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡
単な構成を考えている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂイ）

進んで経験したことから書くことを見付け，学習の見通しをもって文章を書こうとしている。
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かぞえよう 3 △一から十までの漢数字を正しく読み，書く。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒知技(1)イ
△第１学年においては，別表の学年別漢字配当表の第１学年に配当されている漢字を読み，漸次書き，文や文章の中で使うこと。
⇒◎知技(1)エ
△身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き，語
彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ

☆算数科：正しい読み方で十までの数を数える。個数や順番を正しく数えたり表したりする。

当該学年に配当されている漢字を読んでいる。（〔知識及び技能〕(1)エ） 進んで漢字を読み，学習の見通しをもって文や文章の中で使おうとしている。

五　きいた　ことを　正しく　つたえよう 8
（話す聞
く8）

◇学校で働く人に，知りたいことを尋ねて，聞いたことをメモをもとに学級のみんなに知らせる。

学校の　ことを　つたえあおう △音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒◎知技(1)イ
△丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使うとともに，敬体で書かれた文章に慣れること。　⇒知技(1)キ
◇身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇相手に伝わるように，行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄の順序を考えること。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなどを工夫すること。　⇒◎思判表Ａ(1)ウ
◇話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように集中して聞き，話の内容を捉えて感想をもつこと。　⇒◎思
判表Ａ(1)エ

◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア

姿勢や口形，発声や発音に注意して話している。（〔知識及び技能〕(1)イ）

　

「話すこと・聞くこと」において，伝えたい事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなど
を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａウ）

「話すこと・聞くこと」において，話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさ
ないように集中して聞き，話の内容を捉えて感想をもっている。（〔思考力，判断力，
表現力等〕Ａエ）

進んで伝えたい事柄や相手に応じて声の大きさや速さなどを工夫し，今までの学習を生かして聞いたことを伝えよう

としている。

ことばで　つたえよう 3 △目の前にあるものや経験したことなどを言葉を使って言い表し，言葉の便利さやおもしろさなどを理解する。

△言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き，語
彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ

言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気
付いている。（〔知識及び技能〕(1)ア）
　

進んで，言葉には事物の内容を表す働きや経験したことを伝える働きがあることに気付こうとし，学習課題に沿って

言葉で表そうしている。

六　つたえたい　ことを　おもい出して　かこう 8
（書く8）

■経験したことや見たことを思い出し，わかりやすい文章を書く。

おもい出の　アルバム △長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い方，句読点の打ち方，かぎ（「 」）の使い方を
理解して文や文章の中で使うこと。また，平仮名及び片仮名を読み，書くとともに，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中
で使うこと。　⇒◎知技(1)ウ
△共通，相違，事柄の順序など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア
■経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にするこ
と。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■自分の思いや考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること。　⇒思判表Ｂ(1)イ
■語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ウ
■文章を読み返す習慣を付けるとともに，間違いを正したり，語と語や文と文との続き方を確かめたりすること。　⇒◎思判表Ｂ
(1)エ
■文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよいところを見付けること。　⇒◎思判表Ｂ(1)オ

■身近なことや経験したことを報告したり，観察したことを記録したりするなど，見聞きしたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)
ア

長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の「は」，「へ」及び「を」の使い
方，句読点の打ち方，かぎ（「」）の使い方を理解して文や文章の中で使ってい
る。（〔知識及び技能〕(1)ウ）

「書くこと」において，語と語や文と文との続き方に注意しながら，内容のまとまりが分
かるように書き表し方を工夫している。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂウ）

書くこと」において，文章を読み返す習慣を付けているとともに，間違いを正したり，語
と語や文と文との続き方を確かめたりしている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂエ）

「書くこと」において，文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよ
いところを見付けている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂオ）

積極的に文章に対する感想を伝え合い，学習の見通しをもってよいところを伝え合おうとしている。

かん字の　ひろば　④
にて　いる　かん字

3 △形の似た漢字を正しく読んだり，書いたりする。

△第１学年においては，別表の学年別漢字配当表の第１学年に配当されている漢字を読み，漸次書き，文や文章の中で使うこと。
⇒◎知技(1)エ
△共通，相違，事柄の順序など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア

当該学年までに配当されている漢字を読んでいる。
（〔知識及び技能〕(1)エ）

積極的に漢字を読み，学習課題に沿って形の似た漢字を正しく読んだり書いたりしようとしている。

しりとりで　あそぼう 1 △二音節単位でつなげていく「しりとり遊び」のあることを知り，実際に活動してみる。

△音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くとともに，姿勢や口形，発声や発音に注意して話すこと。
⇒◎知技(1)イ
△身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き，語
彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ

音節と文字との関係，アクセントによる語の意味の違いなどに気付いている。
（〔知識及び技能〕(1)イ）

進んで音節と文字との関係に気付こうとし，今までの学習を生かしてしりとりを楽しもうとしている。

七　ようすを　おもいうかべながら　よもう 15
（書く5）

□様子を思い浮かべて読み，登場人物に手紙を書く。

お手がみ △文の中における主語と述語との関係に気付くこと。　⇒◎知技(1)カ
△語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。　⇒知技(1)ク
■文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)オ
□場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。　⇒思判表Ｃ(1)イ
□場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。　⇒思判表Ｃ(1)エ
□文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■日記や手紙を書くなど，思ったことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)イ
□読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)イ

☆道徳：Ｂ友情，信頼　友達と仲よくし，助け合うこと。

文の中における主語と述語との関係に気付いている。（〔知識及び技能〕(1)カ） 「書くこと」において，文章に対する感想を伝え合い，自分の文章の内容や表現のよ
いところを見付けている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂオ）

「読むこと」において，文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもっている。
（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃオ）

「読むこと」において，文章を読んで感じたことや分かったことを共有している。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

進んで文章を読んで感じたことを共有し，学習課題に沿って登場人物に宛てて手紙を書こうとしている。

こくごの　がくしゅう　これまで　これから 2
（話す聞
く1，書く

1）

◇■一年間の国語学習を振り返ったり，これからの学習について考えたりして，楽しみながら学習できるようにする。

◇身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判表Ａ(1)ア
■経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にするこ
と。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

◇紹介や説明，報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたりする活動。　⇒思判表Ａ
(2)ア
■身近なことや経験したことを報告したり，観察したことを記録したりするなど，見聞きしたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)
ア

「話すこと・聞くこと」において，身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え
合うために必要な事柄を選んでいる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａア）

「書くこと」において，経験したことや想像したことなどから書くことを見付け，必要な事
柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にしている。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

進んで話題を決め，今までの学習を生かして思い出したことや二年生でどんな学習をしたいかを共有しようとしてい

る。

進んで言葉遊びに親しみ，学習の見通しをもってリズムよく音読しようとしている。かぞえうた 2 △数え歌をもとにして，漢字を使った数の読み方に慣れるようにする。

△第１学年においては，別表の学年別漢字配当表の第１学年に配当されている漢字を読み，漸次書き，文や文章の中で使うこと。
⇒◎知技(1)エ
△身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き，語
彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ
△長く親しまれている言葉遊びを通して，言葉の豊かさに気付くこと。　⇒◎知技(3)イ

☆音楽科：手拍子などで拍子をとりながらリズムよく読む。

当該学年に配当されている漢字を読んでいる。（〔知識及び技能〕(1)エ）

長く親しまれている言葉遊びを通して，言葉の豊かさに気付いている。（〔知識
及び技能〕(3)イ）



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

教科 学年

1

14

2

1

1

-

8

-

9

5

2

-

9

1

-

3

4

-

10

-

4

10

2

2

-

14

1

2

1

5

5

3

1．なかまづくりと かず 10までの数について，個数の比べ方や数の読み方，書
き方，数の構成などを理解し，数のまとまりに着目して数
の大きさの比べ方や数え方を考える力及び数の構成に
着目して数を多面的にとらえる力を養うとともに，数に親
しみ，数で表すこと及び比べることのよさや楽しさを感じ
ながら学ぶ態度を養う。

10までの数について，1対1対応により集合の要素の個
数を比べる方法や数の読み方，書き方，数の構成などを
理解し，集合の要素の個数を比べたり，数を正しく数え
数字を読んだり書いたり，数の合成，分解をしたりするこ
とができる。

数のまとまりに着目し，数の大きさの比べ方や数え方を
考え言葉やブロックなどを用いて表現したり，数の構成
に着目し，1つの数をほかの2つの数の和や差としてとら
え言葉や半具体物などを用いて表現したりしている。

数の比べ方や数え方を考えた過程や結果を振り返り，そ
のよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。

くらべた ことが あるかな，
おおいのは どちらかな

幼児期に育った数や量への関心・感覚を想起して，算数
の学習への期待をもつ。

幼児期に育った数や量への関心・感覚を想起して，数や
量に着目しようとしている。

算数 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

どのように かわるかな 数の構成について，数の関数的な見方に気づき，数の
変わり方を説明することができる。

数の構成について，一方が1増えるともう一方は1減る，
という関数的な見方に気づき，数の関係を説明してい
る。

2．なんばんめ 数を用いた順序の表し方を理解し，基点に着目して順序
を考える力を養うとともに，数を用いて順序を表すことの
よさを感じ，日常生活に活用しようとする態度を養う。

数を用いた順序や位置の表し方を理解し，数を用いて順
序や位置を表すことができる。

数を順序や位置を表すものとしてみて，基点に着目して
順序や位置を考え，数を用いて順序や位置を表現して
いる。

数を用いて順序や位置を考えた過程や結果を振り返り，
そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。

かずを さがそう 身の回りから，10までの数のものを探すことを通して，数
の理解を深める。

ものの数に着目し，10までの数のものを探し，表現して
いる。

10までの数の学習を振り返り，価値づけたり，今後の学
習や生活に生かそうとしたりしている。

しあげよう 10までの数について数を多様にみてきたことを振り返り，
理解を確実にする

基本的な問題を解決することができる。

おぼえているかな？ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

3．あわせて いくつ　ふえると いくつ 加法の意味と和が10以内の加法計算の仕方を理解し，
数量の関係に着目して加法の意味や加法計算の仕方を
考える力を養うとともに，加法の意味や加法計算の仕方
を操作や式に表して考えた過程を振り返り，そのよさを
感じ，日常生活に活用しようとする態度を養う。

合併や増加など，加法が用いられる場合について知り，
加法の意味を理解し，和が10以内の加法計算が確実に
できる。

加法の意味に着目し，合併や増加などの場面を加法の
式に表し，その計算の仕方を1位数の構成や操作などを
用いて考え，表現している。

加法の意味や加法計算の仕方について，数構成や操作
などを用いて考えた過程や結果を振り返り，そのよさや
楽しさを感じながら学ぼうとしている。

5．どちらが ながい 長さの比較などの活動を通して，長さや測定についての
基礎的な意味を理解し，身の回りにあるものの長さにつ
いて任意単位などにより比較する力を養うとともに，長さ
についての感覚を豊かにし，日常生活に活用しようとす
る態度を養う。

長さについての基礎的な意味や，比較の方法，任意単
位による測定の方法を理解し，長さについての基礎的な
感覚を身につけ，直接比較や間接比較，任意単位によ
る測定などによって，長さを比べることができる。

身の回りにあるものの長さに着目して，直接比較や間接
比較，任意単位による長さの比べ方を考えたり，任意単
位により長さを数値で表したりしている。

身の回りにあるものの長さに関心をもち，比較の方法を
工夫した過程や結果を振り返り，そのよさや楽しさを感じ
ながら学ぼうとしている。

4．のこりは いくつ　ちがいは いくつ 減法の意味と被減数が10以内の減法計算の仕方を理
解し，数量の関係に着目して減法の意味や減法計算の
仕方を考える力を養うとともに，減法の意味や減法計算
の仕方を操作や式に表して考えた過程を振り返り，その
よさを感じ，日常生活に活用しようとする態度を養う。

求残や求補，求差など，減法が用いられる場合について
知り，減法の意味を理解し，被減数が10以内の減法計
算が確実にできる。

減法の意味に着目し，求残や求補，求差などの場面を
減法の式に表し，その計算の仕方を数の構成や操作な
どを用いて考え，表現している。

減法の意味や減法計算の仕方について，数構成や操作
などを用いて考えた過程や結果を振り返り，そのよさや
楽しさを感じながら学ぼうとしている。

おぼえているかな？ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

6．わかりやすく せいりしよう ものの個数について簡単な絵や図に表す方法を理解
し，データの個数を簡単な絵や図に表し，それらの特徴
を読み取る力を養うとともに，簡単な絵や図を用いて
データの個数を表したり，とらえたりしたことを振り返り，
日常生活に活用しようとする態度を養う。

ものの個数を種類ごとに分類整理し，簡単な絵や図を用
いて表したり読み取ったりすることができる。

データの個数に着目し，身の回りの事象について簡単な
絵や図を用いて特徴をとらえている。

簡単な絵や図を用いて，データの個数を表したりその特
徴をとらえたりした過程や結果を振り返り，そのよさや楽
しさを感じながら学ぼうとしている。

8．なんじ なんじはん 何時，何時半の時刻の読み方を理解し，時計の短針と
長針の関係を基に時刻の読み方や表し方を考える力を
養うとともに，それらを日常生活に活用しようとする態度
を養う。

何時，何時半の時刻の読み方を理解し，何時，何時半
の時刻を読んだり，時計で表したりすることができる。

短針と長針の関係をとらえて，それぞれの針の位置を基
に時刻の読み方を考え，表現している。 時刻に関心をもち，そのよさや楽しさを感じながら学ぼう

としている。

7．10より おおきい かず 40までの数について，個数の数え方や数の読み方，書
き方，数の構成などを理解し，10をひとまとまりにして数
の数え方などを考える力及び数の構成に着目して数の
計算の仕方を考える力を養うとともに，数で表すことのよ
さを感じ，日常生活に活用しようとする態度を養う。

40までの数について，個数の数え方や数の読み方，書
き方，数の構成や大小などを理解し，40までの数を数え
数字を読んだり書いたり，20までの数の構成を加法や減
法の式に表すことができる。

10のまとまりに着目し，40までの数の数え方や読み方，
書き方を考え，言葉やブロックなどを用いて表現したり，
数の構成や既習の計算を活用して，20までの数の繰り
上がりや繰り下がりのない加減計算の仕方を考え，言葉
やブロックなどで表現したりしている。

数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考
えた過程や結果を振り返り，そのよさや楽しさを感じなが
ら学ぼうとしている。

9．3つの かずの けいさん 3つの数の加減計算の仕方を理解し，3つの数の加減計
算の仕方を操作や式を用いて考える力を養うとともに，3
つの数の加減計算の式の表し方や計算の仕方を考えた
過程を振り返り，そのよさを感じ，日常生活に活用しよう
とする態度を養う。

3つの数の加減計算の場面を1つの式に表せることを理
解し，その計算が確実にできる。

2つの数の加法や減法を基にして，3つの数の加減計算
の式の表し方や計算の仕方を，操作や図を用いて考え
表現している。

3つの数の加減計算について，式の表し方や計算の仕
方を，操作や図を用いて考えた過程や結果を振り返り，
そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。

おぼえているかな？ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

おぼえているかな？ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

10．どちらが おおい 体積の比較などの活動を通して，体積とその測定につい
ての基礎的な意味を理解し，身の回りにあるものの体積
について任意単位などにより比較する力を養うとともに，
体積についての感覚を豊かにし，日常生活に活用しよう
とする態度を養う。

体積についての基礎的な意味や，保存性，比較の方
法，任意単位による測定の方法を理解し，体積について
の基礎的な感覚を身につけ，直接比較や間接比較，任
意単位による測定などによって，身の回りにある入れ物
に入る水の体積を比べることができる。

身の回りにある入れ物に入る水の体積に着目して，直接
比較や間接比較，任意単位による体積の比べ方を考え
たり，任意単位により体積を数値で表したりしている。

身の回りにある入れ物に入る水の体積に関心をもち，比
較の方法を工夫した過程や結果を振り返り，そのよさや
楽しさを感じながら学ぼうとしている。

おぼえているかな？ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

11．たしざん 1位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を理解
し，計算の仕方を操作や図を用いて考える力を養うとと
もに，計算の仕方を操作や図を用いて考えた過程を振り
返り，そのよさを感じ，今後の学習や日常生活に活用し
ようとする態度を養う。

1位数どうしの繰り上がりのある加法計算が，「10といく
つ」という数の見方を基にしてできることを理解し，その
計算が確実にできる。

10のまとまりに着目し，1位数どうしの加法計算の仕方
を，操作や図を用いて考え，表現している。

1位数どうしの加法計算の仕方について，「10といくつ」と
いう数の見方や操作，図などを用いて考えた過程や結
果を振り返り，そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとし
ている。

13．ひきざん

11～18から1位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕
方を理解し，計算の仕方を操作や図を用いて考える力を
養うとともに，計算の仕方を操作や図を用いて考えた過
程を振り返り，そのよさを感じ，今後の学習や日常生活
に活用しようとする態度を養う。

11～18から1位数をひく繰り下がりのある減法計算が，
「10といくつ」という数の見方を基にしてできることを理解
し，その計算が確実にできる。

数の構成に着目し，11～18から1位数をひく繰り下がりの
ある減法計算の仕方を，操作や図を用いて考え，表現し
ている。

11～18から1位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕
方について，「10といくつ」という数の見方や操作，図など
を用いて考えた過程や結果を振り返り，そのよさや楽し
さを感じながら学ぼうとしている。

12．かたちあそび 身の回りにあるものの形について，基本的な立体図形の
特徴や機能をとらえ，立体図形についての理解の基礎と
なる感覚を豊かにしながら，立体図形の形に着目して特
徴や機能をとらえたり，構成や分解を考えたりする力を
養うとともに，それらを日常生活に活用しようとする態度
を養う。

身の回りにあるものの形について，その概形や特徴，機
能をとらえたり，構成や分解をしたりするとともに，図形
についての豊かな感覚をもっている。

身の回りにあるものの形に着目し，図形の特徴や機能を
とらえたり，構成や分解をしたりして，表現している。

身の回りにあるものの形について，観察や構成，分解し
たり，形の特徴や機能をとらえたりした過程や結果を振
り返り，そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。

けいさんぴらみっど

既習事項を総合的に適用して問題を解決することを通し
て，既習内容の理解を確認する。

数を2つの数の和や差としてとらえ，計算ピラミッドの解
決の仕方を考え説明している。

計算ピラミッドに関心をもち，自分でいろいろな問題をつ
くろうとしている。

どんな けいさんに なるのかな？

加法や減法を適用して問題を解決することを通して，演
算を決定する能力を伸ばす。

適切な立式をして，問題を解決することができる。 既習を活用して，どのような式で解決すればよいかを考
えようとしている。

14．おおきい かず

2位数や簡単な3位数について，個数の数え方や数の読
み方，書き方，数の構成などを理解し，10を単位として
数をとらえる力及び数の構成に着目して数の計算の仕
方を考える力を養うとともに，数で表すことのよさを感じ，
日常生活に活用しようとする態度を養う。

2位数や簡単な3位数について，個数の数え方や数の読
み方，書き方，数の構成や大小などを理解し，120程度
までの数を数え数字を読んだり書いたり，2位数の数の
構成を加法や減法の式に表すことができる。

既習の数の表し方の仕組みを基に，120程度までの数の
数え方や読み方，書き方を考え，言葉やブロックなどを
用いて表現したり，数の構成や既習の計算を活用して，
簡単な場合の2位数の加減計算の仕方を考え，言葉や
ブロックなどで表現したりしている。

数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考
えた過程や結果を振り返り，そのよさや楽しさを感じなが
ら学ぼうとしている。

おぼえているかな？
既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

16．なんじなんぷん

何時何分の時刻の読み方を理解し，時計の短針と長針
の関係を基に時刻の読み方や表し方を考える力を養う
とともに，それらを日常生活に活用しようとする態度を養
う。

何時何分の時刻の読み方を理解し，何時何分の時刻を
読んだり，時計で表したりすることができる。

短針と長針の関係をとらえて，それぞれの針の位置を基
に時刻の読み方を考えたり，時計盤の目盛りに着目して
長針の読み方を工夫して考えたりして，表現している。

時刻に関心をもち，そのよさや楽しさを感じながら学ぼう
としている。

15．どちらが ひろい

面積の比較などの活動を通して，面積とその測定につい
ての基礎的な意味を理解し，身の回りにあるものの面積
について任意単位などにより比較する力を養うとともに，
面積についての感覚を豊かにし，日常生活に活用しよう
とする態度を養う。

面積についての基礎的な意味や比較の方法，任意単位
による測定の方法を理解し，面積についての基礎的な
感覚を身につけ，直接比較や任意単位による測定など
によって，身の回りにあるものの面積を比べることができ
る。

身の回りにあるものの面積に着目して，直接比較や任意
単位による面積の比べ方を考えたり，任意単位により面
積を数値で表したりしている。

身の回りにあるものの面積に関心をもち，比較の方法を
工夫した過程や結果を振り返り，そのよさや楽しさを感じ
ながら学ぼうとしている。

17．たしざんと ひきざん

順序数や異種の数量を含む加減の場面，求大や求小の
場面についても加減計算が適用できることを理解し，数
量の関係を図に表し計算の意味を考える力を養うととも
に，加減の意味を図に表して考えた過程を振り返り，そ
のよさを感じ，今後の学習に活用しようとする態度を養
う。

順序数や異種の数量を含む加減の場面，求大や求小の
場面も加減の式に表せることを理解し，問題を解決する
ことができる。

数量の関係に着目し，順序数や異種の数量を含む加減
の場面，求大や求小の場面を図や式に表して考え，表
現している。

順序数や異種の数量を含む加減の場面，求大や求小の
場面を図に表して問題を解決した過程や結果を振り返
り，そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。

ビルを つくろう

数の乗法・除法的構成を理解する。 いろいろな形の長方形のビルをつくることを通して，12の
乗法・除法的な構成を考え，式や言葉を用いて説明して
いる。

1ねんの ふくしゅう

既習内容の理解を確認する。 1年の学習内容について，問題を解決することができる。

18．かたちづくり

身の回りにあるものの形について，基本的な平面図形の
特徴をとらえ，平面図形についての理解の基礎となる感
覚を豊かにしながら，平面図形の形に着目して特徴をと
らえたり，構成や分解を考えたりする力を養うとともに，
それらを日常生活に活用しようとする態度を養う。

身の回りにあるものの形について，その概形や特徴をと
らえ，直線で構成されたものも面で表されたものと同じよ
うに見られることを理解し，色板や棒を並べていろいろな
ものの形を構成したり分解したりすることができる。

身の回りにあるものの形に着目し，図形の特徴をとらえ
たり，いろいろな形を構成，分解したりして，表現してい
る。

身の回りにあるものの形について，形の特徴をとらえた
り，構成，分解したりした過程や結果を振り返り，そのよ
さや楽しさを感じながら学ぼうとしている。



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

教科 学年

20

4

8

6

21

12

9

18

○学校探検や通学路探検を通して，学校の
施設の様子や学校生活を支えている人々
や友達，通学路の様子やその安全を守って
いる人々と，自分との関わりを見付けてい
る。

○学校探検や通学路探検を通して，楽しく
安心して遊びや生活をしたり，安全な登下
校をしたりしようとしている。

きれいに さいてね

植物を継続的に栽培する活動を通して、そ
れらの育つ場所、変化や成長の様子に関
心をもって働きかけ、それらは生命をもって
いることや成長していることに気付くととも
に、生活上必要な習慣や技能を身に付け、
植物に親しみをもち、大切にしようとするこ
とができるようにする。

○植物を継続的に栽培する活動を通して、
植物は生命をもっていることや成長してい
ることに気付くとともに、生活上必要な習慣
や技能を身に付けている。

○植物を継続的に栽培する活動を通して、
植物の育つ場所、変化や成長の様子に関
心をもち、分かったことをまとめ、表現してい
る。

○植物を継続的に栽培する活動を通して、
生き物への親しみをもち、大切にしようとし
ている。

がっこう だいすき

学校探検や通学路探検を通して，学校の施
設の様子や学校生活を支えている人々や
友達，通学路の様子やその安全を守ってい
る人々と自分との関わりを見付け，学校生
活を支えている人々や友達のことが分かる
とともに，楽しく安心して遊びや生活をした
り，安全に登下校をしたりすることができる
ようにする。

○学校探検や通学路探検を通して，学校で
の生活はさまざまな人や施設と関わってい
ることに気付いている。

生活 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○夏の自然と関わる活動を通して，身近な
自然の違いや特徴を見付けている。

○夏の自然と関わる活動を通して，身近な
自然を取り入れて自分の生活を楽しくしよう
としている。

いきものと なかよし

身近な動物を探したり飼ったりする活動を
通して，それらの育つ場所や，変化の様子
に関心をもって働きかけ，それらは生命を
もっていることに気付くとともに，動物への
親しみをもち，適切な世話をし，大切にしよ
うとすることができるようにする。

○身近な動物を探したり飼ったりする活動
を通して，身近な動物は生命をもっているこ
とや成長していることに気付いている。

○身近な動物を探したり飼ったりする活動
を通して，身近な動物の育つ場所，変化や
成長の様子に関心をもって働きかけてい
る。

○身近な動物を探したり飼ったりする活動
を通して，生き物への親しみをもち，大切に
しようとしている。

なつが やって きた

夏の自然と関わる活動を通して，身近な自
然の違いや特徴を見付け，身近な自然の
様子や自然を使った遊びの面白さに気付く
とともに，身近な自然を取り入れて自分の
生活を楽しくしようとすることができるように
する。

○夏の自然と関わる活動を通して，身近な
自然の様子や自然を使った遊びの面白さ
に気付いている。

たのしい あき いっぱい

秋の自然と関わる活動を通して，遊びや遊
びに使う物を工夫してつくったり，身近な自
然の違いや特徴を見付けたりすることがで
き，自然の様子や四季の変化に気付いた
り，遊びの面白さや自然の不思議さに気付
いたりするとともに，身近な自然を取り入れ
自分の生活を楽しくしようとすることができ
るようにする。

○秋の自然と関わる活動を通して，自然の
様子や四季の変化，季節によって生活の
様子が変わること，遊びや遊びに使う物を
工夫してつくることの面白さ，自然の不思議
さに気付いている。

○秋の自然と関わる活動を通して，身近な
自然の違いや特徴を見付けたり，身近な自
然を使って，遊びや遊びに使う物を工夫し
てつくったりしている。

○秋の自然と関わる活動を通して，身近な
自然を取り入れ，みんなと楽しみながら遊
びを創り出し，自分の生活を楽しくしようとし
ている。

じぶんで できるよ

家庭生活について，調べたり，尋ねたりす
ることを通して，自分の家庭生活を振り返
り，家庭生活を支えている家の人のことや，
家の人のよさ，自分でできることなどを見付
け，家庭での生活は互いに支え合っている
ことが分かり，自分の役割を積極的に果た
すとともに，規則正しく健康に気を付けて生
活しようとすることができるようにする。

○家庭生活について，調べたり，尋ねたり
することを通して，家庭での生活は互いに
支え合っていることに気付いている。

○家庭生活について，調べたり，尋ねたり
することを通して，家庭における家の人のこ
とや自分でできることなどを見付けている。

○家庭生活について，調べたり，尋ねたり
することを通して，自分の役割を積極的に
果たしたり，規則正しく健康に気を付けて生
活したりしようとしている。

○入学してからの１年間を振り返ったり，年
長児と関わりを深めたりする活動を通して，
１年前の自分と今の自分を比べたり，支え
てくれた人々との関係を見付けたりしてい
る。

○入学してからの１年間を振り返ったり，年
長児と関わりを深めたりする活動を通して，
これまでの成長を支えてくれた人々に感謝
の気持ちをもち，これからの成長への願い
をもって，意欲的に生活しようとしている。

ふゆを たのしもう

冬の自然と関わる活動を通して，身近な自
然の違いや特徴を見付け，遊びの面白さや
自然の不思議さ，身近な自然の様子，季節
によって生活の様子が変わることに気付く
とともに，身近な自然を取り入れ自分の生
活を楽しくしようとすることができるようにす
る。

○冬の自然と関わる活動を通して，自然の
様子や四季の変化，季節によって生活の
様子が変わることに気付いている。

○冬の自然と関わる活動を通して，身近な
自然の違いや特徴を見付けたり，公共物や
公共施設のよさを感じたり働きを捉えたりし
ている。

○冬の自然と関わる活動を通して，身近な
自然を取り入れたり，公園など身の回りの
公共施設を大切に利用したりして，自分の
生活を楽しくしようとしている。

もう すぐ ２ねんせい

入学してからの１年間を振り返ったり，年長
児と関わりを深めたりする活動を通して，１
年前の自分と今の自分を比べたり，支えて
くれた人々との関係を見付けたりして，自分
自身の成長や，役割が増えたことに気付く
とともに，支えてくれた人への感謝の気持ち
と，進級への期待感や意欲をもって生活し
ようとすることができるようにする。

○入学してからの１年間を振り返ったり，年
長児と関わりを深めたりする活動を通して，
身近な人々と関わることのよさや楽しさや，
自分が大きくなったこと，自分でできるよう
になったこと，役割が増えたことなどに気付
いている。



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

教科 学年

7

6

2

4

2

+毎時

2

7

3

1

（毎時扱

い）

4

3

4

○「ゴー アンド ストップ」の，拍やその流れ，速度や強弱の

変化を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さを

感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり

について考え，曲の楽しさを見いだして聴いている。

○ 「かもつれっしゃ」の拍や速度を聴き取り，それらの働き

が生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりについて考え，曲想を感じ取っ

て表現を工夫し，どのように歌うかについて思いをもってい

る。

○それぞれの音楽の，拍やその流れ，速度，旋律のもつリ

ズム，強弱を聴き取り,それらの働きが生み出すよさや面白

さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関

わりについて考え，曲の楽しさを見いだして聴いている。

○友達と一緒に歌ったり,音楽に合わせて体などを動かした

りすることに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体

的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

○友達と一緒にわらべうたを歌ったり，うたに合わせて体を

動かしたりすることに興味をもち，音楽活動を楽しみなが

ら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

リズムと なかよし ○曲想と, リズムやその反復など音楽の構造との関わり

や，身の回りのいろいろな音の特徴について気付くととも

に，互いの声や音，伴奏を聴き，拍に合わせてリズム表現

する技能や，発想を生かした表現をするために必要な，設

定した条件に基づいて，即興的に音を選んだりつなげたりし

て表現する技能を身に付ける。

○ リズムを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白

さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関

わりについて考え，リズムづくりを通して音楽づくりの発想を

得る。

○ 4分音符や4分休符，8分音符から成るリズムやその表現

に興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に

学習活動に取り組み，リズム表現に親しむ。

○曲想と, リズムやその反復など音楽の構造との関わり

や，身の回りのいろいろな音の特徴について気付いている。

○互いの声や音，伴奏を聴き，拍に合わせて歌ったりリズ

ム打ちしたりする技能や，発想を生かした表現をするため

に必要な，設定した条件に基づいて即興的に音を選んだり

つなげたりして表現する技能を身に付けている。

○リズムを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さ

を感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え，リズムづくりを通して音楽づくりの発想を得

ている。

○4分音符や4分休符，8分音符から成るリズムやその表現

に興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に

学習活動に取り組んでいる。

<導入>

どんな うたが あるかな

～　「かたつむり」

※「ひらいた　ひらいた」

「かたつむり」は

共通教材

○ 曲想と旋律や拍など音楽の構造との関わり，曲想と歌

詞の表す情景や気持ちとの関わりに気付くとともに，範唱を

聴いて歌う技能を身に付ける。

○ 拍やその流れ，速度，旋律のもつリズム，強弱，変化を

聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取り

ながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，どのように歌うかに

ついて思いをもったり，曲の楽しさを見いだして聴いたりす

る。

○ 新しい友達と一緒に歌ったり,音楽に合わせて体などを動

かしたりすることに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，

主体的・協働的に学習活動に取り組み，様々な音楽に親し

む。

○「ひらいた ひらいた」の曲想と旋律や拍など音楽の構造

との関わり，曲想と歌詞の表す情景や気持ちとの関わりに

気付いている。

○　「かたつむり」の曲想と拍やリズムなど音楽の構造との

関わり，曲想と歌詞の表す情景や気持ちとの関わりに気付

いている。

○範唱を聴いて歌う技能を身に付けている。

音楽 第1学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○「うみ」の拍やその流れ，旋律を聴き取り，それらの働き

が生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え，曲想を感じ取って表現

を工夫し，どのように歌うかについて思いをもっている。

○「うみ」の歌詞の，情景や気持ちを歌で表すことに興味を

もち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活

動に取り組んでいる。

どれみと なかよし ○ 曲想と音階など音楽の構造との関わりに気付くととも

に，階名で模唱したり暗唱したりする技能や，音高を体など

で表現する技能を身に付ける。

○ 旋律やその変化，音階を聴き取り，それらの働きが生み

出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，

どのように歌うかについて思いをもつ。

○ 階名と音高との関わりに興味をもち，音楽活動を楽しみ

ながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，階名に親し

む。

○曲想と音階など音楽の構造との関わりに気付いている。

○階名で模唱したり暗唱したりする技能や，音高を体など

で表現する技能を身に付けている。

○旋律やその変化，音階を聴き取り，それらの働きが生み

出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，

どのように歌うかについて思いをもっている。

○階名と音高との関わりに興味をもち，音楽活動を楽しみ

ながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<にっぽんのうた

みんなのうた>

「うみ」（共通教材）

○曲想と旋律や拍など音楽の構造との関わり，曲想と歌詞

の表す情景や気持ちとの関わりに気付くとともに，自分の

歌声及び発音に気を付けて歌う技能を身に付ける。

○ 拍やその流れ，旋律を聴き取り，それらの働きが生み出

すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったことと

の関わりについて考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，ど

のように歌うかについて思いをもつ。

○ 情景や気持ちを歌で表すことに興味をもち，音楽活動を

楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，日

本のうたに親しむ。

○ 「うみ」の曲想と旋律や拍など音楽の構造との関わり，曲

想と歌詞の表す情景や気持ちとの関わりに気付いている。

○「うみ」を，自分の歌声及び発音に気を付けて歌う技能を

身に付けている。

<こんにちは

けんばんハーモニカ>

○鍵盤ハーモニカの音色と演奏の仕方との関わりに気付く

とともに，鍵盤ハーモニカの扱い方や鍵盤の位置，息のつ

かい方など基礎的な演奏技能や，リズム譜などを見て演奏

する技能を身に付ける。

○旋律，伴奏の速度やリズムを聴き取り，それらの働きが

生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて考え，曲に合った表現を工夫し，

どのように演奏するかについて思いをもつ。

○ 鍵盤ハーモニカによる表現に関心を持ち，音楽活動を

楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，鍵

盤楽器に親しむ。

○鍵盤ハーモニカの音色と演奏の仕方との関わりに気付い

ている。

○「ど」の鍵盤の位置，息のつかい方など基礎的な演奏技

能を身に付けている。

○鍵盤ハーモニカの扱い方や「どれみふぁそ」の鍵盤の位

置，息のつかい方など基礎的な演奏技能や，リズム譜など

を見て演奏する技能を身に付けている。

○「まほうのど」の旋律，伴奏の速度やリズムを聴き取り，

それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取った

ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲に合った

表現を工夫し，どのように演奏するかについて思いをもって

いる。

○鍵盤ハーモニカによる表現に関心を持ち，音楽活動を楽

しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

もりあがりを かんじて ○ 曲想と旋律など音楽の構造との関わり，曲想と歌詞の

表す情景や気持ちとの関わりに気付くとともに，階名で模唱

したり暗唱したりする技能や，互いの歌声や伴奏を聴いて，

声を合わせて歌う技能を身に付ける。

○ 旋律の流れや音階を聴き取り，その働きが生み出すよさ

を感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，どのよう

に歌うかについて思いをもつ。

○ 歌詞の表す情景を想像することや，旋律の特徴を捉え

ることに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協

働的に学習活動に取り組み，日本のうたに親しむ。

○曲想と旋律など音楽の構造との関わり，曲想と歌詞の表

す情景や気持ちとの関わりに気付く。

○階名で模唱したり暗唱したりする技能や，互いの歌声や

伴奏を聴いて，声を合わせて歌う技能を身に付ける。

○旋律の流れや音階を聴き取り，その働きが生み出すよさ

を感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，どのよう

に歌うかについて思いをもつ。

○歌詞の表す情景を想像することや，旋律の特徴を捉える

ことに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働

的に学習活動に取り組む。

いい おと　みつけて ○ いろいろな音の響きの特徴や，音のつなげ方の特徴に

ついて，それらが生み出す面白さなどと関わらせて気付くと

ともに，発想を生かした表現をするために必要な，設定した

条件に基づいて即興的に音を選んだりつなげたりする技能

や，音楽の仕組みを用いて簡単な音楽をつくる技能を身に

付ける。

○ 楽器の音や呼びかけ合いを聴き取り，それらの働きが生

み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感

じ取ったこととの関わりについて考え，音遊びを通して音楽

づくりの発想を得たり，どのように音を音楽にしていくかにつ

いて思いをもったり，曲の楽しさを見いだして聴いたりする。

○自分や友達の出す音に興味をもち，音楽活動を楽しみな

がら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，様々な楽器

の音に親しむ。

○いろいろな音の響きの特徴や，音のつなげ方の特徴につ

いて，それらが生み出す面白さなどと関わらせて気付いて

いる。

○発想を生かした表現をするために必要な，設定した条件

に基づいて即興的に音を選んだりつなげたりする技能や，

音楽の仕組みを用いて簡単な音楽をつくる技能を身に付け

ている。

○楽器の音や呼びかけ合いを聴き取り，それらの働きが生

み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感

じ取ったこととの関わりについて考え，音遊びを通して音楽

づくりの発想を得たり，どのように音を音楽にしていくかにつ

いて思いをもったり，曲の楽しさを見いだして聴いたりしてい

る。

○自分や友達の出す音に興味をもち，音楽活動を楽しみな

がら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<おとの スケッチ>

ねこの なきごえで

あそぼう

○ 音高や強弱,声の出し方の変化による表現の特徴につい

て，それらが生み出す面白さなどと関わらせて気付くととも

に，設定した条件に基づいて即興的に声を選んだりつなげ

たりして表現する技能や，音楽の仕組みを用いて簡単な音

楽をつくる技能を身に付ける。

○音高や強弱など多様な声の出し方を聴き取り，それらの

働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取った

ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，声による音

遊びを通して音楽づくりの発想を得たり，どのように音を音

楽にしていくかについて思いをもったりする

○ 声による多様な表現に興味をもち，音楽活動を楽しみな

がら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，即興的な表

現に親しむ。

○音高や強弱，声の出し方の変化による表現の特徴につ

いて，それらが生み出す面白さなどと関わらせて気付いて

いる。

○設定した条件に基づいて即興的に声を選んだりつなげた

りして表現する技能や，音楽の仕組みを用いて簡単な音楽

をつくる技能を身に付けている。

○音高や強弱など多様な声の出し方を聴き取り，それらの

働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取った

ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，声による音

遊びを通して音楽づくりの発想を得たり，どのように音を音

楽にしていくかについて思いをもったりしている。

○声による多様な表現に興味をもち，音楽活動を楽しみな

がら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

きょくの ながれ ○曲想と, 旋律の反復と変化，鳴き声の合いの手など音楽

の構造との関わりに気付く。

○楽器の音色や旋律の反復・変化等を聴き取り，それらの

働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，聴き取った

ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲のよさなど

を見いだし，曲全体を味わって聴く。

○ 楽器の音色，旋律の反復と変化，拍やその流れなどか

ら，音楽が表している情景を想像することに興味をもち，音

楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り

組み，標題音楽やオーケストラの響きに親しむ。

○曲想と, 旋律の反復と変化，鳴き声の合いの手など音楽

の構造との関わりに気付いている。

○楽器の音色や旋律の反復・変化等を聴き取り，それらの

働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，聴き取った

ことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲のよさなど

を見いだし，曲全体を味わって聴いている。

○楽器の音色，拍やその流れなどから，音楽が表している

情景を想像することに興味をもち，音楽活動を楽しみなが

ら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<めざせ がっきめいじん>

「すずめが ちゅん」

○ 曲想と歌詞の内容との関わりや，ふさわしいアーティ

キュレーションに気付くとともに，範奏を聴いたり，階名で模

唱したり，リズム譜などを見て演奏したりする技能を身に付

ける。

○ 旋律を聴き取り，その働きが生み出すよさや面白さを感

じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに

ついて考え，歌詞や曲想に合った表現を工夫し，どのように

演奏するかについて思いをもつ。

○ 楽器を演奏したり音を聴き合ったりすることを楽しみなが

ら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，鍵盤楽器に親

しむ。

○「すずめがちゅん」の曲想と歌詞の内容との関わりや，ふ

さわしいアーティキュレーションに気付いている。

○「すずめがちゅん」の範奏を聴いたり，階名で模唱したり，

リズム譜などを見て演奏したりする技能を身に付けている。

○「すずめがちゅん」の旋律を聴き取り，その働きが生み出

すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて考え，歌詞や曲想に合った表現を

工夫し，どのように演奏するかについて思いをもっている。

○「すずめがちゅん」を楽器で演奏したり音を聴き合ったり

することを楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り

組んでいる。

うたで まねっこ ○ 曲想と，呼びかけとこたえなど音楽の構造との関わりに

気付くとともに，互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて

歌ったり，拍に合わせてリズム表現したりする技能を身に付

ける。

○歌声を聴き取り，その働きが生み出すよさや面白さを感

じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに

ついて考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，どのように歌

うかについて思いをもつ。

○ 交互唱の面白さや友達との表現に興味をもち，音楽活

動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，

交互唱に親しむ。

○曲想と，呼びかけとこたえなど音楽の構造との関わりに

気付いている。

互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて歌ったり，拍に

合わせてリズム表現したりする技能を身に付けている。

○歌声を聴き取り，その働きが生み出すよさや面白さを感

じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりに

ついて考え，曲想を感じ取って表現を工夫し，どのように歌

うかについて思いをもっている。

○交互唱の面白さや友達との表現に興味をもち，音楽活動

を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んで

いる。

○短い旋律をつくることに興味をもち，音楽活動を楽しみな

がら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

みんなで あわせて ○ 曲想とリズムなど音楽の構造との関わりに気付くととも

に，互いの歌声や伴奏を聴いて声を合わせて歌う技能や，

拍に合わせリズムを重ねて遊ぶ技能を身に付ける。

○拍や旋律，楽器の音色を聴き取り，それらの働きが生み

出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え，曲のよさなどを見いだ

し，曲全体を味わって聴く。

○拍や旋律，楽器の音色などから，音楽が表している情景

を想像することに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主

体的・協働的に学習活動に取り組み，標題音楽やオーケス

トラの響きに親しむ。

○曲想とリズムなど音楽の構造との関わりに気付いてい

る。

○互いの歌声や伴奏を聴いて声を合わせて歌う技能や，拍

に合わせリズムを重ねて遊ぶ技能を身に付けている。

○拍や旋律，楽器の音色を聴き取り，それらの働きが生み

出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え，曲のよさなどを見いだ

し，曲全体を味わって聴いている。

○拍や旋律，楽器の音色などから，音楽が表している情景

を想像することに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主

体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<おとの スケッチ>

ほしの おんがくを

つくろう

○旋律の特徴について，それが生み出す面白さなどと関わ

らせて気付くとともに，発想を生かした表現をするために必

要な，設定された条件に基づいて，即興的に音を選んだり，

できた旋律を友達とつなげたり重ねたりして簡単な音楽を

つくる技能を身に付ける。

○旋律を聴き取り，その働きが生み出すよさを感じ取りなが

ら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考

え，どのように音を音楽にしていくかについて思いをもつ。

○短い旋律をつくったり，それをつなげたり重ねたりするこ

とに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的

に学習活動に取り組み，旋律づくりに親しむ。

○つくった旋律の特徴について，それが生み出す面白さな

どと関わらせて気付いている。

○発想を生かした表現をするために必要な，設定された条

件に基づいて，即興的に音を選んだり，できた旋律を友達と

つなげたり重ねたりして簡単な音楽をつくる技能を身に付け

ている。

○旋律を聴き取り，その働きが生み出すよさを感じ取りなが

ら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考

え，どのように音を音楽にしていくかについて思いをもって

いる。
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○経験したことや想像したことをもとに表し
たいものを見つけ、どのように表すかを考え
ている。

○思いつくままに絵を描くことに関心をも
ち、たのしく取り組もうとしている。

ねんどと なかよし ○手をたくさん動かそう。
○いろいろな形を見つけよう。
○粘土の触り心地をたのしもう。

○粘土に働きかける感覚や行為を通して、
触った感じや形の変化に気づいている。
○丸める、のばす、つまむなど、手や体全
体の感覚を働かせながら、活動を工夫して
つくっている。

○粘土に触った感じやそこから生まれる形
をもとに造形的な活動を思いつき、どのよう
に活動するかを考えている。

○粘土の触り心地のよさを味わいながら、
いろいろな形を見つけることをたのしもうとし
ている。

クレヨンや パスと なかよし

すきなもの いっぱい ○形や色を工夫しよう。
○好きなものをいろいろ見つけよう。
○好きなものをいろいろ描いてたのしもう。

○好きなものを描き、作品を見せ合うことを
通して、形や色の面白さやよさに気づいて
いる。
○クレヨンやパスなどの扱いに慣れるととも
に、形や色、描き方を工夫して表している。

○形や色を工0夫しよう。
○いろいろな描き方や塗り方を考えよう。
○クレヨンやパスで描くことをたのしもう。

○クレヨンやパスのいろいろな表し方を試す
ことを通して、そこから生まれる形や色の面
白さに気づいている。
○こすって写したり、塗り重ねたりするな
ど、いろいろな表し方を試しながら工夫して
表している。

図画工作 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

チョッキン パッで かざろう ○紙の折り方や切り方を工夫しよう。
○切った形のつなげ方を考えよう。
○つくったり飾ったりすることをたのしもう。

○紙の折り方や切り方を変えたり、それらを
組み合わせたりすることを通して、いろいろ
な形や色の模様が表せることに気づいてい
る。
○紙の折り方や切り方をさまざまに試すな
ど、新しい表し方を見つけながら工夫して表
している。

○紙を折ったり切ったりしてできる形をもと
に表したい模様を見つけ、どのように表すか
を考えている。

○紙の折り方や切り方を変えることで、いろ
いろな形や模様が表せることに興味をもち、
たのしく取り組もうとしている。

○いろいろな描き方をもとに表したいことを
見つけ、どのように表すかを考えている。

○クレヨンやパスのいろいろな表し方に関
心をもち、たのしく取り組もうとしている。

いろいろ ならべて ○身近な材料の並べ方を工夫しよう。
○好きな並べ方を考えよう。
○たのしく活動しよう。

○同じ形を並べる活動を通して、形や色、
並べ方の面白さなどに気づいている。
○形や色に着目して材料を並べるなど、手
や体全体の感覚を働かせながら、活動を工
夫してつくっている。

○材料の形や色、大きさなどの特徴をもと
に造形的な活動を思いつき、どのように活
動するかを考えている。

○材料の形や色に関心をもち、いろいろな
材料の並べ方を試しながら、たのしく取り組
もうとしている。

うきうきボックス ○箱の飾り方を工夫しよう。
○箱の形を生かした飾りを考えよう。
○箱をたのしく飾ろう。

○飾り付けを考えたり、互いの作品を見せ
合ったりすることを通して、箱の形や色を生
かした表現の面白さやよさに気づいている。
○箱の形や色を生かした飾り付けをするな
ど、表し方を工夫して表している。

○空き箱の形や色をもとにつくりたいものを
思いつき、どのように表すかを考えている。

○空き箱の形の特徴を生かしてつくる活動
に関心をもち、たのしく取り組もうとしてい
る。

ながーい かみから ○描き方を工夫しよう。
○紙の形から描きたいものを考えよう。
○長い紙で描くことをたのしもう。

○細長い紙に描き、互いの作品を見せ合う
ことを通して、画用紙の形とテーマの関係
の面白さに気づいている。　　　　　○表した
いことをもとに、形や色、描き方を工夫して
表している。

○長い画用紙の形をもとに表したいことを
見つけ、どのように表すかを考えている。

○いつもと違う形の画用紙に絵を描くことに
関心をもち、たのしく取り組もうとしている。

みて みて、いっぱい つくったよ ○いろいろなつくり方を工夫しよう。
○つくりたいものをいろいろ見つけよう。
○たくさんつくることをたのしもう。

○粘土を使ったいろいろな表し方に気づい
ている。
○粘土を丸める、のばす、引き出す、つける
など、表したいことをもとに工夫して表して
いる。

○これまでの経験や想像したことをもとに
粘土でつくりたいものを思いつき、どのよう
に表すかを考えている。

○粘土で好きなものをたくさんつくることに
興味をもち、粘土の心地よい感触を味わい
ながらたのしく取り組もうとしている。

さわって かくの きもちいい！ ○手や指を使った描き方を工夫しよう。
○描きたいことやものを見つけよう。
○手や指で描く気持ちよさを感じてたのしも
う。

○手や指で描くことを通して、絵の具の跡
の形や色の違いに気づいている。
○指や手のひらを動かす勢いや強さなどを
変えるなど、手の感覚を働かせながら工夫
して表している。

○指や手のひらで思いのままに描いたり
塗ったりした形や色から表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えている。

○とろとろ絵の具を指や手のひらにつけて
描いたり塗ったりする快さを味わいながら、
たのしく取り組もうとしている。

ふわふわ ゴー ○風で動くおもちゃのつくり方を工夫しよう。
○動きを確かめてどんなものをつくり
いか考えよう。　　　　　　　　　　　　　　　　○
つくったり遊んだりしてたのしもう。

○互いの作品で遊ぶことを通して、飾りの
形・色の面白さやよさに気づいている。
○動きの特徴を生かした飾りをつけたり、絵
を描いたりするなど、表したいことをもとに
工夫して表している。

○浮く仕組みや動きの特徴をもとにつくりた
いものを思いつき、どのように表すかを考え
ている。

○風で動くおもちゃをつくる活動に関心をも
ち、たのしく取り組もうとしている。

せんの かんじ いいかんじ ○線の描き方や色の使い方を工夫しよう。
○線のいい感じを見つけよう。
○のびのびと描くことをたのしもう。

○筆の太さや手を動かす速さや強さを変え
ることを通して、筆触や色の違いに気づいて
いる。
○筆の太さや手を動かす速さや強さによる
筆触、色使いなどを試しながら、工夫して表
している。

○思いのままに描いた絵の具の跡から表し
たいことを見つけ、どのように表すかを考え
ている。

○絵の具を筆で塗る快さを味わいながら、
心を開いてたのしく取り組もうとしている。

はって かさねて…
（かたちといろでショートチャレンジ）

○貼り方や重ね方を工夫しよう。
○貼りながらつくりたいものを考えよう。
○材料の形や色をたのしもう。

○材料を貼り重ねることを通して、それぞれ
の材料のもつ形や色、触った感じの特徴や
面白さに気づいている。
○材料の特徴を生かした重ね方、貼り方を
試しながら、工夫して表している。

○貼り重ねた材料の形や色から表したいこ
とを見つけ、どのように表すかを考えてい
る。

○材料の形や色、触った感じに関心をも
ち、たのしく取り組もうとしている。

さらさら どろどろ いいきもち ○土を掘ったり積んだり丸めたりすることを
工夫しよう。
○土でどんなことができるか考えよう。
○土の触り心地を味わい、活動することを
たのしもう。

○土を掘ったり、積んだり、丸めたりする活
動を通して、土の触った感じに気づいてい
る。
○掘る、積む、並べる、水と混ぜるなど、手
や体全体の感覚を働かせながら、活動を工
夫してつくっている。

○土と水の組み合わせをもとに造形的な活
動を思いつき、どのように活動するかを考え
ている。

○土の触った感じを体全体で味わいなが
ら、思いついた活動にたのしく取り組もうとし
ている。

あそぼうよ、パクパクさん ○仕組みを生かしたつくり方を工夫しよう。
○仕組みからたのしい「パクパクさん」を考
えよう。
○「パクパクさん」でたのしく遊ぼう。

○仕組みを生かした作品をつくり、遊ぶこと
を通して、飾り付けの形や色の面白さやよさ
に気づいている。　　　　　　　　　　　○動き
の特徴に合わせた飾りをつけたり、絵を描
いたりするなど、表したいことをもとに工夫し
て表している。

○動く仕組みや動きの特徴をもとにつくりた
いものを思いつき、どのように表すかを考え
ている。

○パクパクと動く様子やその仕組みに関心
をもち、活動にたのしく取り組もうとしてい
る。

ちぎって はって ○ちぎった紙の並べ方や貼り方を工夫しよ
う。
○ちぎった紙を使って、絵にしたいことを考
えよう。
○紙をちぎったり貼ったりしてたのしもう。

○ちぎった色画用紙を並べたり貼ったりす
ることを通して、形や色の美しさや面白さに
気づいている。　　　　　　　　　　　　　　○ち
ぎった色画用紙の並べ方や貼り方をいろい
ろ試すなど、表したいことをもとに工夫して
表している。

○ちぎった色画用紙の形や色などをもとに
表したいことを見つけ、どのように表すかを
考えている。

○ちぎり絵で表すよさを味わいながら、たの
しく取り組もうとしている。

ひかりの くにの なかまたち ○形や色を工夫しよう。
○光を通す材料からつくりたいものを考えよ
う。
○たのしくつくって飾ろう。

○材料や作品を光にかざすことを通して、
光が透過する材料の形や色の面白さに気
づいている。
○袋の形を考えたり中に入れる材料を選ん
だりするなど、表したいことをもとに工夫して
表している。

○材料の形や色などをもとにつくりたいもの
を思いつき、どのように表すかを考えてい
る。

○光を通した材料の美しさや面白さに関心
をもち、たのしく取り組もうとしている。

スタンプ、スタンプ！ ○いろいろな写し方を工夫しよう。
○写しながら形を見つけよう。
○スタンプ遊びをたのしもう。

○いろいろな材料を写すことを通して、写っ
た形や色の面白さに気づいている。
○転がす・並べる・ずらすなど、手や体全体
の感覚を働かせながら、活動を工夫してつ
くっている。

○身近な材料を写してできる形や色をもと
に造形的な活動を思いつき、どのように活
動するかを考えている。

○写すことに関心をもち、いろいろな材料の
写し方を試しながら、たのしく取り組もうとし
ている。

みて、さわって、かんじて ○いろいろな紙の違いを知ろう。
○紙からどんなことができるか考えよう。
○いろいろな紙の形や色、触り心地をたの
しもう。

○いろいろな種類の紙を見たり触ったりす
る活動を通して、形や色、触った感じなどの
違いに気づいている。

○いろいろな種類の紙の、形や大きさ、色、
触った感じなどの違いや面白さを感じ取り、
自分の見方や感じ方を広げている。

○いろいろな紙の形や色、触った感じに関
心をもち、手や体全体の感覚を働かせてた
のしく取り組もうとしている。

おしらせします！　にっこりニュース ○形や色、描き方を工夫しよう。
○一番知らせたいことを考えよう。
○みんなに知らせたいことをたのしく描こ
う。

○絵に表したり友達の作品を見たりするこ
とを通して、描かれたものの形や色のよさに
気づいている。
○伝えたい気持ちをもとに、形や色、描き方
を工夫して表している。

○自分の経験したことをもとに伝えたい
ニュースを思いつき、どのように表すかを考
えている。

○伝えたいことを絵に表すことに関心をも
ち、たのしく取り組もうとしている。

できたらいいな こんなこと ○描き方を工夫しよう。
○絵の中でできるたのしいことを考えよう。
○思いついたことをたのしく描こう。

○互いの作品を見合うことを通して、描かれ
ているものの形や色のよさに気づいている。
○伝えたい気持ちをもとに、いろいろな描画
材料の表し方を試しながら工夫して表して
いる。

○経験したことや想像したことをもとに「やっ
てみたいこと」を思いつき、どのように表す
かを考えている。

○経験したことから自由に想像を広げなが
ら、たのしく絵を描く活動に取り組もうとして
いる。

くしゃくしゃしたら だいへんしん ○紙の形や色を工夫しよう。
○紙をくしゃくしゃして、どんなものができる
か考えよう。
○紙の触り心地を味わおう。

○薄紙に触れることを通して、そこから生ま
れる形や色、触った感じなどに気づいてい
る。
○表したいことをもとに、形や色の組み合わ
せやつくり方を工夫して表している。

○くしゃくしゃにした薄紙の形や色、触った
感じなどをもとに、表したいことを見つけて
いる。

○くしゃくしゃにした薄紙から形を見つけて
表すことに関心をもち、たのしく取り組もうと
している。



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

教科 学年 ※「表現リズム遊び」「ゲーム（〇〇ゲームなど）」は運動例となります。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

5

・体ほぐしの運動遊びの行い方がわかる。

・手軽な運動遊びを行い，体を動かす楽しさや心地よさを

味わうことを通して，自己の心と体の変化に気付いたり，み

んなで関わり合ったりすることができる。

・友達の感想や気付きを聞いたり，友達の動きを見たりし

て，できそうな運動遊びや友達と一緒に行うと楽しい運動

遊びを考え，選んでいる。

・いろいろな種類の用具の中から操作しやすい物を考えて

選んだり，楽しく動くことができる場を考えて選んだりしてい

る。

・体を動かすと気持ちがよいことや汗が出ることなどの気

付いたことを言葉で表したり，気持ちを表すカードなどを用

いたりして，友達に伝えている。

・体ほぐしの運動遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・危険物が無いか，友達とぶつからない十分な間隔がある

かなどの場の安全に気を付けている。

16

・多様な動きをつくる運動遊びの行い方がわかる。

（ア）体のバランスをとる運動遊び

　姿勢や方向，人数を変えて，回る，寝転ぶ，起きる，座

る，立つなどの動きやバランスを保つ動きで構成される運

動遊びを通して，体のバランスをとる動きを身に付けてい

る。

（イ）体を移動する運動遊び

　姿勢，速さ，リズム，方向などを変えて，這う，歩く，走

る，跳ぶ，はねるなどの動きで構成される運動遊びや一定

の速さでのかけ足などの運動遊びを通して，様々な行い方

で体を移動する動きを身に付けることができる。

（ウ）用具を操作する運動遊び

　用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，転がす，くぐる，運

ぶ，投げる，捕る，跳ぶ，用具に乗るなどの動きで構成さ

れる運動遊びを通して，用具を操作する動きを身に付ける

ことができる。

（エ）力試しの運動遊び

　人を押す，引く，運ぶ，支えるなどしたり，力比べをしたり

するなどの動きで構成される運動遊びを通して，力を出し

きったり，力を入れたり緩めたりする力試しの動きを身に付

けることができる。

・友達の感想や気付きを聞いたり，友達の動きを見たりし

て，できそうな運動遊びや友達と一緒に行うと楽しい運動

遊びを考え，選んでいる。

・いろいろな種類の用具の中から操作しやすい物を考えて

選んだり，楽しく動くことができる場を考えて選んだりしてい

る。

・友達の動きを見て見付けたよい動きや，行ってみて楽しい

と感じた運動遊びの行い方を友達に伝えている。

・用具の大きさや種類を変えたり，様々なやり方を試したり

して選んだ行い方を，動作を交えながら友達に伝えてい

る。

・多様な動きをつくる運動遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・危険物が無いか，友達とぶつからない十分な間隔がある

かなどの場の安全に気を付けている。

2

・固定施設を使った運動遊びの行い方がわかる。

○ジャングルジムを使った運動遊び

・登り下り，渡り歩き，ぶら下がりなどをすることができる。

○登り棒を使った運動遊び

・登り下りや足抜き回りなどをすることができる。

○肋木を使った運動遊び

・登り下りや横移動，壁登り逆立ちなどをすることができ

る。

・それぞれの固定施設を使って，楽しくできる場や自分の

力に合った遊び方を考え，選んでいる。

・友達のよい動きを擬態語や擬音語で表現したり，学習

カードに書いたりしている。

・固定施設遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にしている。

・跳び下りたりするときなどに，危ないものが無いか，近くに

人がいないか，器械・器具が安全に置かれているかなどの

場の安全に気を付けている。

4

・マットを使った運動遊びの行い方がわかる。

〇ゆりかご，前転がり，だるま転がり，丸太転がりなど。

・マットに背中や腹をつけて揺れたり，いろいろな方向に転

がったりすることができる。

〇うさぎ跳び，かえるの足打ち，壁登り逆立ち，支持での

川跳びなど。

・手や背中で体を支えていろいろな姿勢で逆立ちしたり，移

動したりすることができる。

・複数のコースでいろいろな方向に転がることができるよう

な場を選んだり，動物に変身して行う運動遊びの中から動

物の動きを選んだりしている。

・友達のよい動きを擬態語や擬音語で表現したり，学習

カードに書いたりしている。

・マット遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にしている。

・転がったりするときなどに，危ないものが無いか，近くに人

がいないか，器械・器具が安全に置かれているかなどの場

の安全に気を付けている。

4

・鉄棒を使った運動遊びの行い方がわかる。

〇ふとん干し，さる，だんごむし，ぶら下がりなど。

・腹や膝，手でぶら下がったり，揺れたりすることができる。

〇つばめ

・体を伸ばし手で支えバランスをとって止まることができ

る。

〇前回り下り，足抜き回り

〇跳び上がり，後ろ跳び下り

・跳び上がって支持して下りたり，支持の姿勢で体を揺らし

て後ろに跳び下りたりすることができる。

・支持の姿勢から体を丸めて前に回って下りたり，両手でぶ

ら下がって前後に足抜き回りをしたりすることができる。

・手や足，腹でぶら下がった姿勢でじゃんけんをしたり，支

持して体を揺らして遠くへ跳ぶ競争をしたりするなど，自分

の力に合った楽しくできる遊び方を考え，選んでいる。

・友達のよい動きを擬態語や擬音語で表現したり，学習

カードに書いたりしている。

・鉄棒遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にしている。

・跳び下りたりするときなどに，危ないものが無いか，近くに

人がいないか，器械・器具が安全に置かれているかなどの

場の安全に気を付けている。

5

・跳び箱を使った運動遊びの行い方がわかる。

○踏み越し跳び

・片足で踏み切って跳び箱に跳び乗ったり，ジャンプをして

跳び下りたりすることができる。

○支持でまたぎ乗り・またぎ下り，支持で跳び乗り・跳び下

り

・数歩の助走から両足で踏み切り，跳び箱に両手を着いて

またぎ乗ったり，またいだ姿勢で手を支点に体重を移動さ

せてまたぎ下りたりすることができる。

・数歩の助走から両足で踏み切り，跳び箱に両手を着いて

両足で跳び乗ったり，ジャンプをして跳び下りたりすること

ができる。

○馬跳び，タイヤ跳び

・両手で支持してまたぎ越すことができる。

・跳び乗った後，手を叩いたり，回ったりなど自分の力に

合った着地の仕方を考え，選んでいる。

・友達のよい跳び方を擬態語や擬音語で表現したり，学習

カードに書いたりしている。

・跳び箱遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・器械・器具の準備や片付けを，友達と一緒にしている。

・跳び下りたりするときなどに，危ないものが無いか，近くに

人がいないか，マットや跳び箱などの器械・器具が安全に

置かれているかなどの場の安全に気を付けている。

6

・くねくねコースを走るかけっこの行い方がわかる。

・まっ直ぐなところや蛇行したところを調子よく走ることがで

きる。

・最後まで全力で走ることができる。

・直線や曲線，ジグザグなどいろいろなくねくね走のコース

を工夫して作っている。

・くねくね走の感想や走り方のポイント，友達のよい走り方

を書いたり，発表したりして友達に伝えている。

・かけっこに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている｡

・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・走る場所に危険物が無いか，友達とぶつからない十分な

間隔があるかなどの場の安全に気を付けている。

5

・ハードルリレーの行い方がわかる。

・いろいろな間隔に並べられた低い障害物を走り越えること

ができる。

・相手の手の平にタッチをして走ることができる。

・低い障害物を置いた蛇行したコースやまっ直ぐなコースを

バランスよく最後まで調子よく走り越すことができる。

・ハードルリレーのコースを工夫して作っている。

・ハードルリレーの感想や走り方のポイント，友達のよい走

り方や引き継ぎ方を書いたり，発表したりして友達に伝えて

いる。

・ハードルリレーに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている｡

・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・走る場所に危険物が無いか，友達とぶつからない十分な

間隔があるかなどの場の安全に気を付けている。

5

・幅跳び遊びの行い方がわかる。

・片足跳びや両足跳びでしっかり地面を蹴っていろいろな川

を連続して前方に跳ぶことができる。

・助走を付けて片足でしっかり地面を蹴って前方に跳ぶこと

ができる。

・幅跳び遊びのいろいろな場を工夫して作っている。

・自分の力に合った跳ぶ場を選んでいる。

・幅跳び遊びの感想や跳び方のポイント，友達のよい跳び

方を書いたり，発表したりして友達に伝えている。

・幅跳び遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている｡

・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・跳ぶ場所に危険物が無いか，友達とぶつからない十分な

間隔があるかなどの跳ぶ場所の安全に気を付けている。

10

【水の中を移動する運動遊び】

・水の中を移動する運動遊びの行い方がわかる。

・胸まで水につかって大きく息を吸ったり吐いたりすることが

できる。

・水を手ですくって体のいろいろな部分にかけたり，いろいろ

な方向に飛ばしたり，友達と水をかけ合ったりすることがで

きる。

・カニ，ウサギ，ワニなど動物のまねをしながら歩いたり，腰

や膝を伸ばした一直線の姿勢になり手を使って歩いたりす

ることができる。

・水につかっての電車ごっこや鬼遊びなどで，水の抵抗や

浮力に負けないように，自由に歩いたり走ったり，方向を変

えたりすることができる。

【もぐる・浮く運動遊び】

・もぐる・浮く運動遊びの行い方がわかる。

・水に顔をつけたり，もぐって目を開けたりすることができ

る。

・水中で息を止めたり吐いたりしながらじゃんけんやにら

めっこ，宝探しなどのもぐる遊びをすることができる。

・浮力に負けないように，手や足を使っていろいろな姿勢で

もぐることができる。

・壁や補助具につかまったり，友達に支えてもらったりして

いろいろな姿勢で浮くことができる。

・補助具や友達につかまり，体を伸ばした姿勢にして浮い

て進むことができる。

・息を吸って止め，全身の力を抜いていろいろな姿勢で浮く

ことができる。

・自分の力に合った水の中でできる動物の動きを選んだり，

友達が選んだ動物の動きを取り入れたりしている。

・試した動物の動きや，友達が行った動物のよい動きを伝

えている。

・楽しくできる水遊びの場や遊び方を工夫し，選んでいる。

・友達の水中でのよい移動の仕方やもぐり方・浮き方を見

付けたり，考えたりしたことを友達に伝えている。

・水遊びに進んで取り組んでいる。

・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくしている。

・使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・準備運動や整理運動をしっかり行う，丁寧にシャワーを浴

びる，プールサイドは走らない，プールに飛び込まない，友

達とぶつからないように動くなどの水遊びの心得を守って

いる。また，水遊びをする前には，体（爪，耳，鼻，頭髪等）

を清潔にしている。

5

・鬼遊びの行い方がわかる。

・相手（鬼）にタッチされないように，空いている場所を見付

けて，速く走ったり，急に曲がったり，身をかわしたりするこ

とができる。

・相手（鬼）のいない場所に移動したり，駆け込んだりするこ

とができる。

・少人数で連携して相手（鬼）をかわしたり，走り抜けたりす

ることができる。

・逃げる相手を追いかけてタッチしたり，マーク（タグなど）を

取ったりすることができる。

・楽しく鬼遊びをするための遊び方や規則の中から，自分

の力に合った遊び方や規則を選んでいる。

・少人数で連携して相手(鬼)をかわしたり，走り抜けたりす

る行い方について，動作や言葉で友

・鬼遊びに進んで取り組んでいる。

・順番や規則を守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている。

・使用する用具等の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・危険物が無いか，安全にゲームができるかなどの場の安

全に気を付けている。

5

・的に当てるボール投げゲームの行い方がわかる。

・ねらったところにボールを投げて，的に当てたり得点したり

することができる。

・ボールを手で捕ったり，手や足ではじいたりすることがで

きる。

・ボールが飛んでくるコースに入ることができる。

・ボールを操作できる位置に動くことができる。

・楽しくボール投げゲームをするための規則の中から，自

分の力に合った規則を選んでいる。

・的に当てるためのボールの投げ方や攻め方を話し合って

考えている。

・友達がしているよい動きを見付けて，友達に伝えている。

・ボールを捕ったり止めたりすることやコースへの入り方な

ど，自分で考えて行った工夫を，動作や言葉で友達に伝え

ている。

・ボール投げゲームに進んで取り組んでいる。

・順番や規則を守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている。

・使用する用具等の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・危険物が無いか，安全にゲームができるかなどの場の安

全に気を付けている。

5

・ながれぼしゲームの行い方がわかる。

・ポリ袋に入れたボールを相手コートのねらったところに投

げて，得点することができる。

・相手コートにボールを投げ入れたり，捕ったりすることが

できる。

・ボールが飛んでくるコースに入ることができる。

・ボールを操作できる位置に動くことができる。

・楽しくながれぼしゲームをするための規則の中から，自

分の力に合った規則を選んでいる。

・相手コートにボールを落とすための攻め方を話し合って

考えている。

・友達がしているよい動きを見付けて，友達に伝えている。

・ボールを投げたり捕ったりすることやコースへの入り方な

ど，自分で考えて行った工夫を，動作や言葉で友達に伝え

ている。

・ながれぼしゲームに進んで取り組んでいる。

・順番や規則を守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている。

・使用する用具等の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・危険物が無いか，安全にゲームができるかなどの場の安

全に気を付けている。

6

・的に当てるボール蹴りゲームの行い方がわかる。

・ねらったところにボールを蹴って，的に当てたり得点したり

することができる。

・ボールを手や足で止めたりはじいたりすることができる。

・ボールが飛んでくるコースに入ることができる。

・ボールを操作できる位置に動くことができる。

・楽しくボール蹴りゲームをするための規則の中から，自

分の力に合った規則を選んでいる。

・的に当てるためのボールの蹴り方や攻め方を話し合って

考えている。

・友達がしているよい動きを見付けて，友達に伝えている。

・ボールを捕ったり止めたりすることやコースへの入り方な

ど，自分で考えて行った工夫を，動作や言葉で友達に伝え

ている。

・ボール蹴りゲームに進んで取り組んでいる。

・順番や規則を守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている。

・使用する用具等の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・危険物が無いか，安全にゲームができるかなどの場の安

全に気を付けている。

6

・ボール運び鬼の行い方がわかる。

・相手（鬼）にタグを取られないように，空いている場所を見

付けて，速く走ったり，急に曲がったり，身をかわしたりする

ことができる。

・相手（鬼）のいない場所に移動したり，駆け込んだりするこ

とができる。

・少人数で連携して相手（鬼）をかわしたり，走り抜けたりす

ることができる。

・逃げる相手を追いかけてタグを取ることができる。

・楽しくボール運び鬼ができるための遊び方の中から，自

分の力に合った規則を選んでいる。

・タグを取られずに，ボールをゴールまで運ぶための攻め

方を話し合って考えている。

・少人数で連携して相手(鬼)をかわしたり，走り抜けたりす

る行い方について，動作や言葉で友達に伝えている。

・ボール運び鬼に進んで取り組んでいる。

・順番や規則を守り，誰とでも仲よくしている。

・勝敗を受け入れている。

・使用する用具等の準備や片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・危険物が無いか，安全にゲームができるかなどの場の安

全に気を付けている。

3

・表現遊びの行い方がわかる。

・いろいろな動物の特徴や様子を具体的な動きでいくつか

捉え，跳ぶ，回る，ねじる，這う，素早く走る，高・低の差や

速さに変化のある動きなどの全身の動きで即興的に踊るこ

とができる。

・動きの中に「大変だ！○○だ！」など，急変する場面を入

れて簡単な話にして続けて踊ることができる。

・いろいろな動物の特徴的な様子を捉え，表現したい動物

の動きを選んでいる。

・友達のよい動きを見付けたり，考えたりしたことを発表な

どで友達に伝えている。

・表現遊びに進んで取り組んでいる。

・表現遊びに取り組む際に，誰とでも仲よくしている。

・場の設定や使った用具の片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・友達とぶつからないように周りの安全に気を付けて踊って

いる。

4

・表現遊びの行い方がわかる。

・いろいろな変身対象の特徴や様子を具体的な動きでいく

つか捉え，跳ぶ，回る，ねじる，這う，素早く走る，高・低の

差や速さに変化のある動きなどの全身の動きで即興的に

踊ることができる。

・動きの中に急変する場面を入れて，簡単な話にして続け

て踊ることができる。

・動きで表せる変身対象の特徴的な様子を捉え，表現した

い対象の動きを選んでいる。

・友達のよい動きを見付けたり，考えたりしたことを発表な

どで友達に伝えている。

・表現遊びに進んで取り組んでいる。

・表現遊びに取り組む際に，誰とでも仲よくしている。

・場の設定や使った用具の片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・友達とぶつからないように周りの安全に気を付けて踊って

いる。

4

・リズム遊びの行い方がわかる。

・へそ（体幹部）でリズムに乗って，スキップなどで弾む動き

を中心に，ねじる，回る，移動するなどの動きを繰り返して

即興的に踊ることができる。

・ジェンカは，軽やかに体を弾ませながら踊ることができ

る。

・手をたたいたり，ジャンプしたりなどの動きを取り入れたり

して工夫している。

・友達のよい動きを見付けたり，考えたりしたことを発表な

どで友達に伝えている。

・リズム遊びに進んで取り組んでいる。

・リズム遊びに取り組む際に，誰とでも仲よくしている。

・場の設定や使った用具の片付けを，友達と一緒にしてい

る。

・友達とぶつからないように周りの安全に気を付けて踊って

いる。

表現遊び・大好き！

動物ランド

・いろいろな動物になりきって全身で楽しく踊る。

表現遊び・

いろいろなものに変身！

・いろいろなものに変身して全身で楽しく踊る。

リズム遊び ・リズムに乗って弾んで踊ったり，友達と一緒に踊ったりす

る。

ボール投げゲーム

(ながれぼしゲーム)

・投げ方や攻め方を工夫してながれぼしゲームをする。

ボール蹴りゲーム

（的当てゲーム）

・蹴り方や攻め方を工夫して，的当てゲームをする。

ボール運び鬼 ・走り方や攻め方を工夫して，ボール運び鬼をする。

水遊び ・約束を守って，いろいろな水遊びをする。

いろいろな鬼遊び ・逃げ方や捕まえ方を工夫して，いろいろな鬼遊びをする。

ボール投げゲーム

（的当てゲーム）

・ボールの投げ方や，的の狙い方を工夫して，ボール投げ

ゲームをする。

かけっこ ・いろいろなくねくねコースを作って走ったり，友達の作った

コースを走ったりする。

ハードルリレー ・いろいろなコースを作って走って跳び越したり，リレーをし

たりする。

幅跳び遊び ・いろいろな川を作って跳んだり，跳び比べをしたりする。

マット遊び ・マットを使っていろいろな遊びをする。

鉄棒遊び ・鉄棒の遊び方を知って，いろいろな遊びを試してみる。

跳び箱遊び ・いろいろな跳び方で跳んだり，跳び方を工夫したりして楽し

む。

体ほぐしの運動遊び ・みんなでいろいろな運動を行い，体を動かす楽しさや気持

ちよさを味わう。

多様な動きをつくる運動遊び ・バランスをとったり，体を移動したり，物を使ったり，力を試

したりしたいろいろな動きをして，その動きを工夫する。

固定施設遊び ・ジャングルジム，登り棒，肋木の遊び方を知って，いろいろ

な遊びを試してみる。

体育 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

教科 学年

1

2

3

3

3

3

3

6

2

3

3

3

3学期のめあてを決めよう
（楽しい冬休みでしたか）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

2学期のめあてを振り返る
（楽しい冬休みにしよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

1学期はどうでしたか
（楽しい夏休みにしよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

雨の日の過ごし方 天候や学校の状況を踏まえた生活のしか
たを考えることを通して、身を守り安全に生
活したり行動したりすることができるように
する。

安全に日常の生活を送るための課題の改
善に向けて取り組むことの意義を理解して
いる。

安全に日常生活をおくる上での課題に気付
き、他者の意見を聞きながら、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

自己の生活をよりよくするために、他者と協
働しながら自己の生活上の課題の解決に
向けて粘り強く取り組もうとしている。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

寒さに負けず元気に過ごそう 天候や学校の状況を踏まえた生活のしか
たを考えることを通して、身を守り安全に生
活したり行動したりすることができるように
する。

安全に日常の生活を送るための課題の改
善に向けて取り組むことの意義を理解して
いる。

安全に日常生活をおくる上での課題に気付
き、他者の意見を聞きながら、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

自己の生活をよりよくするために、他者と協
働しながら自己の生活上の課題の解決に
向けて粘り強く取り組もうとしている。

もうすぐ2年生
（楽しい春休みにしよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。次の学年への意識を
高めようとする。

★楽しい学習発表会にしよう 学習発表会を通して、自己の成長を感じる
とともに、互いの良さを見付け、違いを尊重
し合い、仲良くしたり、信頼し合ったりして生
活する。

学習発表会を通して成長する上での課題を
見いだしたり、課題の改善に取り組むこと
の意義を理解している。

学習発表会を通して成長する上での課題に
気付き、多様な意見をもとに、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

学習発表会に向けて粘り強く取り組んだ
り、他者を尊重してよりよい人間関係を形成
しようとしたりしている。

篠三まつりを通して成長する上での課題を
見いだしたり、課題の改善に取り組むこと
の意義を理解している。

篠三まつりを通して成長する上での課題に
気付き、多様な意見をもとに、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

篠三まつりに向けて粘り強く取り組んだり、
他者を尊重してよりよい人間関係を形成し
ようとしたりしている。

２学期のめあてを決めよう
（楽しい夏休みでしたか）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

★楽しい篠三まつりにしよう 篠三まつりを通して、自己の成長を感じると
ともに、互いの良さを見付け、違いを尊重し
合い、仲良くしたり、信頼し合ったりして生
活する。

★楽しい運動会にしよう 運動会を通して成長する上での課題を見い
だしたり、課題の改善に取り組むことの意
義を理解している。

運動会を通して成長する上での課題に気付
き、多様な意見をもとに、自らの解決方法を
意思決定し、実践している。

運動会に向けて粘り強く取り組んだり、他
者を尊重してよりよい人間関係を形成しよう
としたりしている。

学級や学校の生活をより楽しく豊かなもの
にするため、他者の思いを受け止めなが
ら、よりよい集会の内容や計画を考え、実
践することができるようにする。

学級活動がどのような学習なのかを知り、
意欲的に活動できるように意識付けをす
る。

運動会を通して、自己の成長を感じるととも
に、互いの良さを見付け、違いを尊重し合
い、仲良くしたり、信頼し合ったりして生活す
る。

学校って楽しいな 学級や学校の生活上の諸課題を話合いの
進め方に沿って、自分の意見を発表した
り、他者の意見をよく聞いたりして、合意形
成して実践することのよさを理解している。

学級や学校の生活をよりよくするための課
題を見いだし、解決するために話し合い、多
様な意見を生かして合意形成を図り、協力
して実践している。

学級や学校における人間関係をよりよくし、
他者と協働しながら日常生活の向上を図ろ
うとしている。

もっとすてきな学級にしよう 学級や学校の生活をよりよいものにするた
めに、様々な場面で他者と協働して取り組
むことの意義を理解している。

学級や学校の生活をよりよくするために、課
題を見いだしたり、解決案を考えたりして、
実践している。

学級や学校の生活をよりよいものにするた
めに、問題に関心をもち、他者と協力して主
体的に取り組もうとしている。

特別活動 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



令和５年度　評価規準 江戸川区立篠崎第三小学校

教科 学年

12

15

8

○一番心に残った場面にふさ
わしいタイトルを考えている。
○登場人物やあらすじをまと
め、友達に伝えている。

○進んで本を読み、本の良さを
伝えようとしている。

おはなしどうぶつえんをつくろう
アーノルド・ローベルの本を読
もう

としょかんへいこう
いきもののことをしらせよう
むかしばなしをよもう

〇図書館の簡単な使い方を知
る。
○読書を通して、生き物に興味
をもち、意欲的に本を読むこと
ができる。
〇いろいろな昔話を読む。

〇図書室の使い方や過ごし方
を身に付けている。
○自分が読みたい生き物の本
をタイトルなどから探している。
〇興味をもって読み聞かせを
聞いたり好きな本を読んだりし
ている。

○一年間の読書を振り返り、一
番心に残った本を選ぶことがで
きる。
○その本の中で一番心に残っ
た場面を選ぶことができる。
○登場人物や簡単なあらすじ
をまとめ、発表することができ
る。

○読んだ本を読書記録ノートに
記録している。

○生活の中から自分が調べた
い生き物を見つけている。
○本で調べたことからクイズを
考え、分かりやすく伝えてい
る。

〇図書室の使い方が分かり、
進んで本を読もうとしている。
○進んで本を読み、調べようと
している。
○生き物について分かったこと
を楽しんで伝えようとしている。

いきものはかせになろう
のりものがでてくるほんをよもう
のりものはかせになろう

○生き物のすごいところを見つ
け、知らせることができる。
○一番知りたい疑問を調べる、
分かったことをリーフレットにま
とめることができる。
〇自分が調べた乗り物につい
て知らせることができる。

○生き物のすごいところを見つ
けて付箋を貼ったり、カードに
書きだしたりしている。

○生き物のすごいところが伝わ
るように、画用紙にまとめ、自
分の感想を交えて友達に伝え
ている。
○本で調べたことや自分の考
えを分かりやすく伝えている。

○進んで本を読み、調べようと
している。
○生き物に関する疑問につい
て、主体的に学んでいこうとし
ている。
〇乗り物の本を進んで読もうと
している。

読書科 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


